
広報 YAME 令和元年

№1167

2019
2～3

4
5

令和元年度 八女市職員採用試験
八女の夏まつり
幼児教育・保育の無償化の保護者説明会を開催

水しぶきで気合い入れ！
夏を告げる祇園祭が7月15日㈷上陽町で行われました。14時30分からお神輿が
巡幸し、沿道からたくさんの声援と水が飛び交いました。（関連記事は4ページ）
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◦
試
験
案
内
請
求
・
願
書
提
出
先

〒
８
３
４-

８
５
８
５ 

八
女
市
本
町
６
４
７
番
地 

八
女
市
役
所
総
務
部
人
事
課
人
事
係

※
試
験
案
内
は
市
役
所
で
配
布
し
ま
す
が
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
郵
送
で
試
験
案
内
を
請
求
さ
れ
る
場
合
は
、

封
筒
の
表
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明

記
の
上
、「
採
用
試
験
案
内
請
求
（
試
験
区
分

を
必
ず
記
入
）」
と
朱
書
き
し
、
１
２
０
円
切

手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
（
角
形
２
号
、
角

形
20
号
ま
た
は
角
形
Ａ
４
号
）
を
同
封
し
て

く
だ
さ
い
。

◦
受
付
期
間
＝
８
月
27
日
㈫
ま
で
（
土
曜
・
日

曜
・
祝
日
を
除
く
）
の
８
時
30
分
～
17
時
15

分
※
郵
送
の
場
合
は
、
８
月
27
日
㈫
ま
で
に

必
着
し
、
書
類
に
不
備
の
な
い
も
の
に
限
り
受

け
付
け
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
人
事
課
人
事
係
（
☎
２
３
・

２
１
２
９
）

試験区分 登録予
定人数 職務内容 受験資格

一般事務 4人程度 一般行政事務
等に従事

平成13年4月1日
までに生まれた
人

保育士 2人程度
保育・子育て
支援等の業務
に従事

保育士の資格を
有する人（年齢
不問）

◦職務の内容・受験資格など

◦
第
１
次
試
験
日　

　
日
時 

９
月
8
日
㈰ 

10
時
～　

　
会
場 

八
女
市
役
所

◦
応
募
受
付
締
切　

　
８
月
27
日
㈫ 

17
時
15
分
ま
で

■
第
１
次
試
験
日

　

日
時 
９
月
22
日
㈰ 

10
時
～

　
会
場 

八
女
市
役
所

■
応
募
受
付
締
切

　
８
月
27
日
㈫ 

17
時
15
分
ま
で

試験区分 採用
人数 職務内容 受験資格 試験科目

一般事務Ｂ
（高校卒業

程度）
4人
程度

一般行政事務
等に従事

平成6年4月2日から平成14年4月1日
までに生まれた人（ただし、大学での
在学期間が2年を超える人を除く）。

教養試験（高校卒
業程度）、事務適性
検査、性格特性検
査

土木技術 3人
程度

土木に関する
計画・設計・
施工・維持管
理および一般
行政事務等の
業務に従事

平成2年4月2日から平成14年4月1日
までに生まれた人で、土木に関する
専門課程を修了した人（令和2年3月
末までに修了見込の人を含む）また
は土木に関する職務等に１年以上の
勤務経験がある人。

教養試験（高校卒
業程度）、専門試験、
事務適性検査、性
格特性検査

保健師 2人
程度

保健福祉サー
ビス等の業務
に従事

昭和55年4月2日以降に生まれた人で、
保健師の資格を有する人（令和2年3
月末までに資格取得見込の人を含む）。

教 養 試 験（ 高 校 卒
業程度）、専門試験、
事務適性検査、性格
特性検査

建築士 1人
建築・一般行
政事務等に従
事

昭和55年4月2日以降に生まれた人で、
建築士の資格（1級または2級）を有す
る人（令和2年3月末までに資格取得
見込の人を含む）。

教 養 試 験（ 高 校 卒
業程度）、専門試験、
事務適性検査、性格
特性検査

※第２次・第３次試験については試験案内に記載。

八
女
市
職
員
採
用
試
験
案
内

令
和
元
年
度

令
和
元
年
度

八
女
市
育
児
休
業
代
替

任
期
付
職
員
採
用
候
補
者

登
録
試
験
案
内

◦職務の内容・受験資格など
　

育
児
休
業
代
替
任
期
付
職
員
採
用

候
補
者
登
録
試
験
を
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
。

2019.8.1  広報八女

～
あ
な
た
の
力
を
八
女
の
未
来
に
～

※一般事務 A（大学卒業程度）については募集を終了しています。



広報八女 2019.8.13 広報八女 2019.8.13

志
望
動
機　

生
ま
れ
育
っ

た
大
好
き
な
八
女
市
に
恩

返
し
を
し
た
い
と
い
う
気

持
ち
が
あ
り
ま
し
た
。
地

域
に
寄
り
添
い
な
が
ら
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

こ
の
場
所
で
よ
り
よ
い
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
に
貢
献

し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

志
望
さ
れ
る
皆
さ
ん
へ　

携
わ
る
業
務
は
さ
ま
ざ
ま

で
す
が
、
ど
れ
も
市
民
の

方
々
の
暮
ら
し
を
支
え
る

た
め
に
無
く
て
は
な
ら
な

い
も
の
で
あ
り
、
日
々
や

り
が
い
を
感
じ
な
が
ら
過

ご
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

職
場
を
始
め
た
く
さ
ん
の

人
と
の
繋
が
り
も
広
が
り
、

自
分
に
と
っ
て
貴
重
な
財

産
と
な
っ
て
い
ま
す
。

志
望
動
機　

民
間
で
の

6
年
間
の
経
験
を
経
て
入

庁
し
ま
し
た
。
民
間
で
得

た
知
識
・
経
験
を
生
ま
れ

育
っ
た
八
女
市
の
ま
ち
づ

く
り
に
役
立
て
る
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
志
望
し
ま

し
た
。

志
望
さ
れ
る
皆
さ
ん
へ　

歴
史
・
伝
統
・
文
化
の

魅
力
に
あ
ふ
れ
る
八
女
市

に
は
、
伝
統
的
な
も
の
か

ら
近
未
来
的
な
も
の
ま
で

幅
広
い
時
代
の
建
築
物
が

建
っ
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ

ま
な
建
築
物
に
携
わ
る
こ

と
が
で
き
る
八
女
市
で
、

活
気
あ
る
都
市
づ
く
り
を

目
指
し
て
一
緒
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
！

志望動機　大学時
の実習で暮らしに
寄り添う保健師の
仕事に魅力を感じ、
資格を活かして生
まれ育った八女市
に貢献したいと思い
志望しました。
志望される皆さんへ　八女市は現在 18 人の
保健師で健康づくりのサポートと福祉分野で
の暮らしやすいまちづくりに取り組んでいま
す。やりがいがあり働きやすい職場ですよ。

志望動機　在学中に土木に
関する知識・技術を専門的
に学びました。進路を決定
する際に、これまでに学ん
だことを活かせる仕事を生
まれ育った八女市でやって
みたいと考え、土木技術職
を志望しました。

志望される皆さんへ　現在、八女市が管理する道路・
河川の維持管理などの仕事をしています。市民の皆
さまの生活の基盤となる道路・河川を整備する仕事
はとても魅力があり、やりがいのある仕事です。より
良い八女市づくりを目指し、ともに頑張りましょう。

山
中
志
穂
　

平
成
26
年
度
入
庁

（
一
般
事
務
職
）

江崎祐輔　
平成 29 年度入庁

（土木技術職）

井上美紀　
平成 27 年度入庁

（保健師）

古
賀
美
啓
　

平
成
20
年
度
入
庁

（
建
築
士
）

先輩職員に聞き
ました！

　

育
児
休
業
代
替
任
期
付
職
員
と

は
、
育
児
休
業
を
取
得
す
る
職
員
の

代
替
と
し
て
、
任
期
を
定
め
て
勤
務

す
る
正
規
職
員
で
す
。
任
期
は
概
ね

１
年
か
ら
３
年
間
で
、
職
員
の
育
児

休
業
取
得
期
間
等
に
応
じ
て
設
定
さ

れ
ま
す
。
な
お
、
一
般
の
正
規
職
員

と
同
様
の
業
務
に
従
事
し
、
勤
務
条

件
（
給
与
、
勤
務
時
間
、
休
暇
、
服

務
等
）
は
、
任
期
の
定
め
が
あ
る
こ

と
お
よ
び
育
児
休
業
が
取
得
で
き
な

い
こ
と
以
外
は
一
般
の
正
規
職
員
と
同

様
で
す
。

　

登
録
試
験
に
合
格
す
る
と
、「
育
児

休
業
代
替
任
期
付
職
員
採
用
候
補
者

名
簿
」
に
登
載
さ
れ
ま
す
（
登
載
期

間
は
１
年
）。
こ
の
名
簿
に
登
載
さ
れ

た
人
の
中
か
ら
必
要
に
応
じ
て
採
用

選
考
を
実
施
し
、
合
格
し
た
場
合
に

採
用
さ
れ
ま
す
。
職
員
の
育
児
休
業

の
取
得
状
況
等
に
よ
っ
て
は
、
採
用

さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

育
児
休
業
代
替
任
期
付
職
員
と
は

◦
試
験
案
内
請
求
・
願
書
提
出
先

〒
８
３
４-

８
５
８
５ 

八
女
市
本
町
６

４
７
番
地 

八
女
市
役
所
総
務
部
人
事

課
人
事
係

※
試
験
案
内
は
市
役
所
で
配
布
し
ま
す

が
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
人
事
課
人
事
係

（
☎
２
３
・
２
１
２
９
）

八女の新時代をともに創ろう！
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　星野村の長尾地区で 7 月11日㈭、的別当・三坂地
区で 14 日㈰・15 日㈷に祇園祭「こっぱげ面」が行わ
れました。この祭りは農産物の病害虫被害や水害の消
滅、無病息災を願って伝えられてきた伝統行事です。
地元の若者らが扮した鬼が青竹を持ち、村中の尻を叩
いてまわります。この青竹で叩かれると1年間病気をし
ないと言われています。うなり声を上げ、青竹で地面を
叩きながら近づいてくる鬼には迫力があり、思わず逃げ
出したくなります。大人も子どもも逃げ回り、痛がりな
がら1年間の災難消滅や無病息災を祈っていました。

　子どもの水難回避・五穀豊穣を願い 7 月13日㈯、「岩崎
の子ども川まつり」が岩崎地区で行われました。これは 100
年以上続く伝統行事で、市の無形民俗文化財に指定されて
います。この祭りの特長は、準備から運営まで子どもたち
が中心となって行っていることです。長さ10㍍ほどの真竹
に、ワラで作ったドンバラ（酒の肴）・ダゴ（酒樽）、子ども
たちの名前を記した短冊などを飾り付けます。祭り当日の早
朝、宇佐八幡宮から飾り竹を男女別々に担いで出発し、水
路などに奉納しました。今年、頭となった池田康二さんは「ワ
ラを樽にしたりコモを編んだりするのが大変だった。地域に
生まれたからには、その伝統を守っていきたい」と話してい
ました。親から子へと、まつりが受け継がれていきます。

　

７
月
15
日
㈷
上
陽
祇
園
祭
が
北
川

内
地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
午
前
10
時

か
ら
須
賀
神
社
で
祈
願
祭
が
行
わ
れ
、

無
病
息
災
や
災
害
か
ら
の
復
興
を
祈

願
し
ま
し
た
。
午
後
2
時
30
分
か
ら
は

お
神
輿
巡
幸
が
あ
り
、
幼
稚
園
児
か
ら

小
学
生
・
中
学
生
た
ち
の
神
輿
が
町
内

を
練
り
歩
き
ま
し
た
。
こ
の
日
は
梅
雨

の
晴
れ
間
。炎
天
下
を
ワ
ッ
シ
ョ
イ
ワ
ッ

シ
ョ
イ
と
か
け
声
を
上
げ
な
が
ら
神
輿

を
担
ぐ
子
ど
も
た
ち
に
、
沿
道
か
ら
は

声
援
と
水
が
盛
ん
に
か
け
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

鬼
に
た
た
か
れ

無
病
息
災
願
う

子
ど
も
神
輿
が

沿
道
を
練
り
歩
く

子どもが主体で祭りを運営

こっ
ぱ
げ
面

上
陽
祇
園
祭

岩崎の子ども川まつり

八女の夏まつり

水路の脇に奉納しました

飾り竹を担ぐ男子 飾り竹を担ぐ女子

三坂地区での神事
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幼児教育・保育の無償化の
保護者説明会を開催します

【対象者・利用料】
■ 幼稚園、保育所、認定こども園等を利用する３
歳から５歳までの全ての子どもの利用料が無償化
されます。（未移行幼稚園は 25,700 円まで）。
※ 無償化の期間は満３歳になった後の４月１日から
小学校入学前までの３年間です。
※ 幼稚園については、入園できる時期に合わせて、
満３歳から無償化します。
■ ０歳から２歳までの子どもについては、住民税非
課税世帯を対象として利用料が無償化されます。
■ 食材費については、これまでどおり保護者負担
になります。

【対象となる施設・事業】
■ 幼稚園、保育所、認定こども園に加え、地域型
保育、企業主導型保育事業（標準的な利用料）も
同様に無償化の対象とされます。

【対象者・利用料】
■ 無償化の対象となるためには「保育の必要性の

認定」を受ける必要があります。
■ 幼稚園等の利用に加え、利用日数に応じて、最
大月額 11,300 円までの範囲で預かり保育の利用
料が無償化されます。

【対象者・利用料】
■ 無償化の対象となるためには「保育の必要性の
認定」を受ける必要があります。
■ ３歳から５歳までの子どもは月額 37,000 円ま
で、０歳から２歳までの住民税非課税世帯の子ど
もは月額 42,000 円までの利用料が無償化されま
す。

【対象となる施設・事業】
■ 認可外保育施設に加え、一時預かり事業、病児
保育事業、ファミリー・サポート・センター事業を
対象とします。

幼稚園・保育所・認定こども園を利用する子ども

幼稚園等の預かり保育を利用する子ども

認可外保育施設等を利用する子ども

日　　時 会　　場

八女
会場

8 月 8 日㈭
8 月 9 日㈮
19 時～（1 時間程度）

おりなす八女
はちひめホール

（小ホール）

黒木
会場

8 月 19 日㈪
19 時～（1 時間程度）

黒木支所１階大
会議室（議会棟）

内容
①保育料の無償化と副食費の保護者負担
について
②施設等利用給付の創設について

小学校就学前児童の保護者の方を対象に、10 月１日からはじまる幼児教育・保育の無
償化について説明会を下記のとおり実施します。

※制度の詳細については、９月１日号に掲載
予定です。
◦問い合わせ＝子育て支援課こども保育係
　（☎２３・１３５１）

10 月から
始まる
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なぜ なぜ 人権－ かけがえのない命が輝くまちづくりをめざして － ■ 問い合わせ＝人権・同和教育課（☎ 23・2074）

　

み
な
さ
ん
は
、
１
９
４
５
年
8
月
9

日
に
起
こ
っ
た
事
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

そ
の
日
は
、
長
崎
市
に
原
子
爆
弾
が
投

下
さ
れ
た
日
で
す
。
こ
の
原
爆
に
よ
り
、

た
く
さ
ん
の
人
の
命
が
一
瞬
に
し
て
奪

わ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
今
年
の
夏
休
み

に
平
和
学
習
で
学
ん
だ
こ
と
で
す
。

　

こ
の
、
平
和
学
習
を
き
っ
か
け

に
し
て
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
戦
争

の
こ
と
に
つ
い
て
話
を
き
い
て
み
ま

し
た
。
す
る
と
、
長
崎
の
原
子
爆

弾
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
命
の
中
に

は
、
私
の
祖
母
の
姉
や
、
ひ
い
お
じ

い
ち
ゃ
ん
の
弟
夫
婦
も
い
た
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
祖
母
の
姉
は
、
長

崎
市
内
の
女
学
校
に
通
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
時
の
年
齢
は
、
今
の
私
と
同
じ
十

二
才
で
し
た
。
ひ
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の

弟
夫
婦
は
、
長
崎
市
内
で
働
い
て
い
ま

し
た
。
現
在
の
ビ
ッ
グ
Ｎ
ス
タ
ジ
ア
ム

の
前
を
歩
い
て
い
た
と
こ
ろ
で
被
爆
し

ま
し
た
。
奥
さ
ん
の
お
腹
の
中
に
は
、

赤
ち
ゃ
ん
が
い
た
そ
う
で
す
。
原
子
爆

弾
は
、
幼
い
命
ま
で
奪
っ
た
の
で
す
。

　

ま
た
、
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
た
後

も
放
射
能
に
苦
し
む
人
た
ち
が
た
く
さ

ん
い
ま
し
た
。
放
射
能
の
影
き
ょ
う
で
、

原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
て
か
ら
五
年
以

内
に
亡
く
な
ら
れ
た
人
は
、
十
四
万
人

い
ま
す
。
そ
し
て
、
現
在
で
も
、
放
射

能
に
よ
る
後
遺
症
で
苦
し
む
人
が
た
く

さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

原
子
爆
弾
に
よ
っ
て
、
何
の
罪
も
な

い
多
く
の
人
々
が
ぎ
せ
い
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
大
切
な
命
、
家
族
、
夢
、

未
来
を
一
瞬
に
し
て
う
ば
わ
れ
ま
し
た
。

祖
母
の
姉
は
、
こ
れ
か
ら
先
、
楽
し
い

人
生
が
待
っ
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

ひ
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
弟
夫
婦
は
、
楽

し
い
未
来
、
温
か
い
家
庭
が
あ
っ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。
原
子
爆
弾
が
落
と
さ
れ

て
い
な
け
れ
ば
、
も
し
か
し
た
ら
、
も
っ

と
た
く
さ
ん
の
親
せ
き
が
い
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

自
分
の
人
生
は
、
自
分
で
決
め
る
。

こ
ん
な
権
利
を
だ
れ
も
が
持
っ
て
い
る

と
私
は
思
い
ま
す
。
原
子
爆
弾
の
被
害

に
あ
っ
た
人
は
み
ん
な
、
あ
た
り
ま
え

の
権
利
を
も
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
な

の
に
、
自
分
で
選
ん
で
い
な
い
人
生
に

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
お
か
し
な
こ

と
で
す
。

　

私
は
、
人
の
生
き
る
権
利
を
う
ば

う
戦
争
は
絶
対
に
あ
っ
て
は
い
け
な
い

と
思
い
ま
す
。
今
も
世
界
の
様
々
な
場

所
で
戦
争
が
あ
っ
て
い
ま
す
。
戦
争
で

多
く
の
人
が
ぎ
せ
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
す
ぐ
止
め
て
ほ
し
い
で
す
。
地
球
に

住
む
み
ん
な
が
自
分
の
権
利
を
安
心
し

て
も
っ
て
生
き
て
い
け
る
平
和
な
世
の

中
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。
今
度
、
長

崎
へ
修
学
旅
行
に
行
き
ま
す
。
ま
ず
は
、

亡
く
な
っ
た
祖
母
の
姉
、
ひ
い
お
じ
い

ち
ゃ
ん
の
弟
夫
婦
、
そ
し
て
た
く
さ
ん

の
方
々
へ
平
和
な
世
の
中
を
作
り
た
い

と
宣
言
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

戦
争
の
怖
さ
、
悲
し
さ
を
伝
え
る
た
め

に
、
し
っ
か
り
と
学
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
松
井
さ
ん
は
、
学
校
で
の
平
和
学

習
を
家
庭
で
深
め
、
誰
も
が
人
間
ら
し

く
生
き
る
権
利
を
持
ち
、
そ
れ
は
何
よ

り
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

を
し
っ
か
り
学
習
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

未
来
の
平
和
の
た
め
に
学
び
、
伝
え
た

い
と
い
う
姿
勢
に
頼
も
し
さ
を
感
じ
ま

す
。
こ
れ
ら
の
思
い
を
胸
に
臨
ん
だ
修

学
旅
行
は
、
大
変
有
意
義
な
も
の
に

な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

人
権
作
文
か
ら
平
和
を
考
え
る

　
今
年
も
平
和
の
大
切
さ
を
考
え
る
時
期
と
な

り
ま
し
た
。
市
立
学
校
で
は
、
毎
年
こ
の
時
期

に
平
和
学
習
を
行
い、人
権
と
平
和
の
尊
さ
につ

い
て
学
ん
でい
ま
す
。
ま
た
八
女
市
平
和
学
習
事

業
と
し
て
、
市
立
中
学
校
の
生
徒
代
表
が
被
爆

地
広
島
を
訪
ね
、平
和
記
念
式
典
に
参
加
し
命

の
尊
さ
につい
て
学
び
ま
す
。

　
今
月
は
、昨
年
度
募
集
し
た
人
権
作
文
か
ら
、

西
中
学
校
1
年
生(

当
時
は
岡
山
小
学
校
6

年
生)

　
松
井
優ゆ
う
和な

さ
ん
の
人
権
作
文
を
紹
介

し
ま
す
。

戦
争
は
最
大
の
人
権
侵
害

修学旅行で長崎を訪ね、命の尊さを学ぶ児童たち

生
き
る
権
利
を
う
ば
う
戦
争

松井優和さん
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固
定
資
産
税
は
、
１
月
１
日
時
点

の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
次
の

場
合
は
、
税
務
課
ま
た
は
各
支
所
市

民
生
活
福
祉
課
へ
届
出
等
を
お
願
い

し
ま
す
。

①
家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き

　

家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
は
、「
解

家
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
家
屋
を
新
築
・
増
築
し
た
と
き

　

家
屋
を
新
築
・
増
築
し
た
と
き
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
評
価
額
を
算
定

す
る
た
め
に
、
税
務
課
職
員
が
調
査

に
伺
い
ま
す
。

③
所
有
者
が
亡
く
な
っ
た
と
き

　

所
有
者
が
亡
く
な
っ
た
と
き
は
、「
相

続
人
代
表
者
指
定
届
」
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
こ
の
届
出
は
、
相
続
登
記

が
完
了
す
る
ま
で
の
間
、
相
続
人
を

代
表
し
固
定
資
産
税
の
納
税
通
知
書

を
受
領
す
る
人
を
指
定
す
る
も
の
で

す
。
相
続
に
よ
る
所
有
権
移
転
登
記

は
別
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
相
続
人
代
表
者
を
変
更
す
る
場

合
は
、
改
め
て
「
相
続
人
代
表
者
変

更
届
」
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
税
務
課
固
定
資
産

税
係
（
☎
２
３・１
１
１
２
）

　

８
月
22
日
㈭
（
予
定
）
か
ら
福
岡

県
の
一
部
地
域
で
、
携
帯
電
話
の
新
し

い
電
波
利
用
を
開
始
し
ま
す
。
こ
れ

に
伴
い
、
テ
レ
ビ
映
像
に
影
響
の
出
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
対
象
地
域
の
家

庭
に
は
、
次
の
よ
う
な
チ
ラ
シ
を
事

前
に
配
布
し
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
の
視
聴
に
関
す
る
影
響
が

出
た
場
合
は
、
一
般
社
団
法
人
７
０

０
Ｍ
Ｈ
ｚ
（
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
）
利
用
推
進

協
会
が
回
復
作
業
を
行
い
ま
す
の
で
、

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
７
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
テ
レ

ビ
受
信
障
害
対
策
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
１
２
０
・
７
０
０
・
０
１
２
）

◦
受
付
＝
９
時
～
22
時
（
年
中
無
休
）

家
屋
の
取
り
壊
し
、
新
築
・
増
築
お
よ
び
所
有
者
が

亡
く
な
っ
た
と
き
は
届
け
出
を
！

空
き
家
バ
ン
ク
と
は

　

移
住
や
定
住
を
希
望
し
て
い
る
人
や
事
業
を

行
い
た
い
人
に
市
内
の
空
き
家
の
情
報
を
公
開

し
、
市
が
所
有
者
と
そ
の
物
件
を
利
用
す
る
希

望
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
い
、
空
き
家
の
有
効

活
用
を
図
る
制
度
で
、
今
ま
で
に
47
件
が
成
約

に
至
っ
て
い
ま
す
。（
契
約
な
ど
は
協
力
不
動
産

業
者
が
仲
介
を
行
い
、
市
は
関
与
し
ま
せ
ん
）

　

ま
た
、
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
た
物
件

に
附
随
す
る
農
地
に
つ
い
て
も
条
件
に
よ
り
取

得
で
き
ま
す
。

空
き
家
を
お
持
ち
の
人

　

相
談
さ
れ
た
あ
と
、
現
地
調
査
等
を
行
い
、

登
録
の
可
否
を
判
断
し
ま
す
。（
未
相
続
の
場
合

は
、
相
続
手
続
き
が
済
ん
で
か
ら
の
相
談
と
な

り
ま
す
）

空
き
家
を
お
探
し
の
人

　

事
前
の
利
用
登
録
が
必
要
で
、
登
録
後
の
物

件
案
内
と
な
り
ま
す
。（
現
在
、
市
内
に
お
住
ま

い
の
人
も
利
用
で
き
ま
す
）

空
き
家
改
修
等
補
助
金

　

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
た
物
件
を
改
修

す
る
場
合
、
所
有
者
・
入
居
者
と
も
に
改
修
費

や
家
財
撤
去
等
に
係
る
助
成
制
度
が
あ
り
ま

す
。【
改
修
費
（
上
限
）
50
万
円
、
家
財
等
撤

去
費
（
上
限
）
10
万
円
】

　

ま
た
、
要
件
に
合
致
す
れ
ば
、
中
古
住
宅
取

得
支
援
補
助
金
、
若
年
世
帯
家
賃
支
援
補
助
金

と
の
併
用
も
可
能
で
す
。

相
談
・
問
い
合
わ
せ

八
女
市
移
住
・
定
住
支
援
セ
ン
タ
ー
（
地
域
振

興
課
定
住
対
策
係
）
☎
２
４
・
８
０
１
３

移
住
を
希
望
す
る
人
が

空
き
家
を
探
し
て
い
ま
す
！

八
女
市
で
は
、
市
内
に
存
在
す
る
空
き
家
の
有
効
活
用
を
目
的
に
、
平
成
23
年
４

月
か
ら
「
八
女
市
空
き
家
バ
ン
ク
事
業
」
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

Ｈ23年度

Ｈ24年度

Ｈ25年度

Ｈ26年度

Ｈ27年度

Ｈ28年度

Ｈ29年度

Ｈ30年度

空き家バンク成約件数 空き家所有者からの声

妻の実家を相続しました
が、持ち家もあるため、管
理をするもの大変。借りる
人がいればと思い、八女
市の空き家バンクに相談し
ました。借りた人は小さな
お子さんがいる家庭で、大
   切に使ってもらってます

４件

１件

４件

５件

９件

７件

５件

12件

テ
レ
ビ
の
受
信
障
害
の
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
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川
を
大
切
に
し
た
い
と
の
思

い
と
、
ふ
る
さ
と
の
良
さ
を
見
直

し
た
い
、
そ
ん
な
願
い
を
込
め
て

灯
ろ
う
を
毎
年
、
星
野
川
に
流

し
て
い
ま
す
。
今
年
も
今
後
の
上

陽
町
の
活
性
化
へ
の
願
い
も
込
め

て
、
万
灯
流
し
を
開
催
し
ま
す
。

◦
期
日
＝
８
月
16
日
㈮
※
少
雨

決
行
▽
15
時
～
19
時 

願
い
ご
と

記
入
（
先
着
50
人
）
▽
19
時
10

分
～ 

灯
ろ
う
点
灯
開
始
▽
19

時
30
分
～ 

万
灯
流
し

◦
場
所
＝
ほ
た
る
と
石
橋
の
館

周
辺
の
星
野
川

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
観
光
協

会
上
陽
支
部
（
上
陽
支
所
建
設

経
済
課
産
業
観
光
係
）
☎
５
４・

２
２
１
９

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

　
万
灯
流
し
開
催
に
あ
た
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
上
陽

支
所
建
設
経
済
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
星
野
村
の
夏
の
風
物
詩
、夏
ま
つ
り
「
よ

か
っ
祭
」
を
開
催
し
ま
す
。
山
間
部
か
ら

打
ち
上
げ
る
花
火
は
迫
力
満
点
！
花
火
以

外
に
も
ス
テ
ー
ジ
上
で
は
、
ラ
ム
ネ
の
早
飲

み
大
会
や
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
お
楽

し
み
抽
選
会
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
地
元

の
皆
さ
ん
に
よ
る
出
店
も
お
楽
し
み
に
♪

◦
日
時
＝
８
月
10
日
㈯
18
時
～
21
時
30
分

【
花
火
打
ち
上
げ
時
間
】

20
時
15
分
～
※
雨
天
延
期
11
日
㈷

◦
場
所
＝
八
女
市
星
野
体
育
セ
ン
タ
ー
グ

ラ
ウ
ン
ド
（
旧
池
の
山
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
夏
ま
つ
り
「
よ
か
っ
祭
」

実
行
委
員
会
事
務
局
（
星
野
支
所
建
設
経

済
課
）
☎
５
２
・
３
１
１
４

第
25
回

八
女
上
陽

万
灯
流
し

第
５
回  

八
女
の
ま
つ
り

光
と
音
楽
の
花
火
大
会

　
矢
部
村
の
夏
の
夜
空
を
彩
る
花
火
大
会
も
昭
和

か
ら
始
ま
り
平
成
・
令
和
へ
と
引
き
継
が
れ
、
今

回
で
39
回
目
を
迎
え
ま
す
。
山
々
に
こ
だ
ま
す
る

花
火
は
、
間
近
に
見
る
こ
と
が
で
き
迫
力
満
点
と

評
判
で
す
。
昨
年
オ
ー
プ
ン
し
た
宿
泊
施
設
「
や

べ
の
も
り
」
の
宿
泊
券
等
が
当
た
る
抽
選
も
あ
り

ま
す
。
家
族
や
友
人
、
ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の

う
え
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
８
月
14
日
㈬
19
時
～

【
花
火
打
ち
上
げ
時
間
】
20
時
30
分
～
※
雨
天
延

期
16
日
㈮

◦
場
所
＝
八
女
市
矢
部
第
１

運
動
場

◦
問
い
合
わ
せ
＝
矢
部
支
所

建
設
経
済
課
（
☎
２
４
・
９

１
４
３
）

第 39 回　
矢部村花火大会

第
21
回 

夏
ま
つ
り

「
よ
か
っ
祭
」

　
９
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰
に
開
催

す
る
「
八
女
の
ま
つ
り
～
あ
か
り
と

ち
ゃ
っ
ぽ
ん
ぽ
ん
～
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
光
と
音
楽
の
花

火
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
矢
部
川
に

映
る
花
火
と
音
楽
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
で
八
女
の
夜
を
彩
り
ま
す
。
皆
さ
ま

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
八
女
の
ま
つ
り
の
詳
細
は
広
報
八
女

９
月
１
日
号
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

★
期
日
＝
９
月
14
日
㈯

※
荒
天
時
は
９
月
16
日
㈷
に
延
期

★
会
場
＝
宮
野
公
園
（
べ
ん
が
ら
村
横
）

★
開
催
内
容
（
予
定
）

▽
17
時
～
物
産
・
出
店
販
売

▽
19
時
55
分
～
点
火
宣
言

▽
20
時
～
（
約
30
分
間
）
光
と
音
楽

の
花
火
大
会

★
問
い
合
わ
せ
＝
茶
の
く
に
観
光
案

　
内
所
（
☎
２
２
・
６
６
４
４
）

　
故
人
の
慰
霊
・
鎮
魂
、
未
来
の

繁
栄
を
祈
念
す
る
大
淵
献
燈
祭
は
、

今
年
で
６
回
目
を
迎
え
ま
す
。
１
５

０
㌢
程
の
燈
籠
を
天
高
く
飛
ば
し
、

そ
の
優
し
い
灯
り
が
幻
想
的
な
夏
の

夜
空
を
映
し
出
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
８
月
14
日
㈬
18
時
～
22

時
※
雨
天
延
期
15
日
㈭

◦
場
所
＝
げ
ん
き
館
お
お
ぶ
ち
グ
ラ

ウ
ン
ド
（
黒
木
町
大
淵
３
９
９
８
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員
会
・

谷
口
さ
ん
（
☎
０
９
０
・
１
５
１
４
・

４
０
１
８
）

第
６
回

大
淵
献
燈
祭

花
火
ば
観
る
！

灯
り
ば
観
る
！
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令和２ 6
30

あなたの声を届けてください！
皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に届けてくだ
さい。将来の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につ
いては実現に向けて努力してまいります。なお、市の事務と関係ない
ものについては回答しておりませんので、ご了承ください。
○市長室直通ファクスも市内からは無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）

《回答が必要な方は、住所・氏名・電話番号の記入をお願いします。》

８３４ ８７９０八女局

 

奥八女の秋を感じながら、あなたも走ってみませ
んか ? 今年も「奥八女黒木ハーフマラソン」を開
催します。ふるってご参加ください。

【日にち】11 月10 日㈰
【受付会場】八女市役所黒木支所
【受付】8 時 30 分～ 9 時 30 分
【メイン会場】八女市黒木体育センター
※今回の大会から、メイン会場・スタート・ゴール地
点が、八女市黒木体育センターへ変更になっています。

【開会式】9 時 30 分～
【参加料】3,000 円
【参加賞】八女茶、柚ごしょう、タオル、グリーンピ
ア八女の温泉招待券

【福引き】10 万円分の旅行券をはじめ、グリーンピア
八女・グリーンパル日向神峡の宿泊券、特産品を多数
用意しています。

【応募方法】9 月 30 日㈪までに参加申込書に必要事
項を記入の上、最寄りの郵便局にて参加料を振り込ん
でください。※申込書は、本庁総合窓口、八女市総合
体育館、黒木支所総務課および各支所総務課に準備
しています。

【問い合わせ】 奥八女黒木ハーフ
マラソン事務局（八女市役所黒
木支所総務課）☎４２・１１１１
※この大会は、八女市健康ポイントの対象事業です。

11
月
10
㈰

八
女
市
黒
木
体
育
セ

ン
タ
ー
ス
タ
ー
ト
！

【 種目とスタート時刻】
種　　　目 スタート時刻

ハーフコース（男性） 10 時 20 分
※制限時間 3 時間 20 分ハーフコース（女性）

10ｋｍコース（男性）

10 時 40 分
10ｋｍコース（女性）
５ｋｍコース（男性）
５ｋｍコース（女性）

（ハーフマラソンは、制限時間を設けています）

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読

み
取
り
く
だ
さ
い

◦岡山小学校へ
　　大石歯科医院 大石昌弘＝金一封
◦黒木小・黒木西小・筑南小・立花小・矢部小・  
   星野小・上陽北汭学園へ
　　八女市商工会 会長　松﨑博文＝金一封

  　寄付のお礼（敬称略）

参
加
者

募
集
！

運動３００Ｐ健康ポイント

第
32
回

奥
八
女
黒
木

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

灯
り
ば
観
る
！
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平
成
30
年
度
に
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い

た
だ
い
た
「
市
長
へ
の
は
が
き
」「
メ
ー
ル
」

「
フ
ァ
ク
ス
」「
市
政
目
安
箱
」
等
の
集
計

結
果
を
ま
と
め
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
２
４
１
件
の
中
で
最

も
多
か
っ
た
分
野
は
、
道
路
・
河
川
で
31

件
で
し
た
。そ
の
他
多
く
寄
せ
ら
れ
た
の
が
、

人
事
・
職
員
、
市
関
連
施
設
等
、
ご
み
に

関
す
る
こ
と
が
16
件
、
学
校
教
育
に
関
す

る
こ
と
が
15
件
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
は
が
き

等
は
す
べ
て
受
付
し
、
新
し
い
八
女
市
づ

く
り
の
た
め
に
問
題
点
は
改
善
し
、
建
設

的
な
意
見
に
つ
い
て
は
実
現
に
向
け
て
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
連
絡
先
が
明
記
さ

れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
市
長
も
し
く

は
担
当
課
か
ら
直
接
ご
本
人
に
回
答
し
て

い
ま
す
。

平
成
30
年
度
の
「
市
長
へ
の
は
が
き
」

等
の
集
計
に
つ
い
て

◦30年度件数　238件
（内訳）市長へのはがき 198 ／メール 22 ／ファク
ス 3 ／目安箱 6 ／手紙 8 ／電話 1
◦分類状況（件）

（内訳）要望 120 ／意見 53 ／苦情 41 ／提案 11 ／
問い合わせ 6 ／応援・お礼 7 

　

市
政
に
対
す
る
ご
意
見
や
苦
情
、
疑
問
な

ど
、
あ
な
た
の
「
声
」
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
建
設
的
な
ご
意
見
や
ご
提
案
に
つ
い
て

は
、
市
長
や
担
当
課
な
ど
か
ら
直
接
ご
本
人

へ
回
答
も
し
て
い
ま
す
の
で
、
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
等
連
絡
先
の
記
入
を
お
願
い
し
ま

す
。
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
対
応
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
特
定
の
個
人
を
誹
謗
、
中
傷
、
非
難
す
る

な
ど
し
て
い
る
も
の
▽
公
の
秩
序
ま
た
は
善

良
の
風
俗
に
反
す
る
も
の
▽
明
ら
か
に
営
利

を
目
的
と
し
て
い
る
も
の
▽
趣
旨
が
不
明
確

も
し
く
は
不
明
な
も
の
▽
同
一
投
書
者
に
よ

る
同
一
趣
旨
の
も
の
▽
そ
の
他
、
市
が
不
適

当
と
判
断
す
る
も
の

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
企
画
政
策
課
秘
書
広
報
係

（
☎
２
３
・
１
１
１
０
）

あ
な
た
の       

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

声

三田村市長が全てのはがきに目を通しています。

市民の

声ｖｏｉｃｅ
皆さんからの写真、イラスト、詩、
俳句、身辺雑記、市へのご意見や質
問などの投稿をお待ちしています。

内容等 件数 内容等 件数
道路・河川 31 企画・政策 6
人事・職員 16 防災・FM ラジオ 5
市関連施設等 16 子育て 5
ごみ 16 その他環境 7
学校教育 15 農業・林業 5
観光・まつり 13 文化財 4
広報・広聴 12 健康づくり 5
交通安全・安心安全 11 社会教育関連 4
高齢者・介護 10 スポーツ振興 4
交通・デマンド 9 水道 3
新庁舎 9 市税 3
地域づくり 9 その他 16
障害者福祉 7

合　　　　計 241

【内容の内訳】 ※同一はがきに複数記入あり

10

ご意見記入欄　　　（八女市広報R1.8）

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キリトリセン

1.　広報紙またはホームページ（掲載可・掲載不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「掲載可」に○を付けられた
場合は、個人が特定されることがないよう個人情報の取り扱い
に十分注意し、広報紙または八女市ホームページに掲載する場
合があります。ご記入のない場合は掲載不可と判断します。
2.　情報公開　（公開可・公開不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「公開可」に○を付けられた
場合は、八女市情報公開条例の規定により公開請求があった場
合は公開の対象となるときがあります（個人情報を除く）。ご
記入のない場合は、公開不可と判断します。
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Yａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす皆さんを紹介します

みるく畑くりやま店主。黒木町出身。
「自然が豊富で、温かい人が多いと
ころが八女の魅力。趣味はパワー
スポットめぐり。朝のウオーキングも
好きで清 し々い気持ちで、アイスク
リーム作りに取り組んでいます」

　

黒
木
町
で
手
作
り
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
屋
を
営
む
栗
山
さ
ん
は
、
子
ど
も

の
こ
ろ
か
ら
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
が
大
好

き
。
地
元
の
特
産
品
を
使
っ
た
安
全
安

心
で
お
い
し
い
も
の
を
届
け
た
い
と
、

日
々
研
究
を
重
ね
て
い
ま
す
。

「
父
が
酪
農
を
し
て
お
り
、
牛
の
存
在

が
身
近
で
し
た
。
仕
事
に
熱
心
に
取
り

組
む
父
を
尊
敬
し
、
動
物
も
大
好
き

だ
っ
た
こ
と
か
ら
酪
農
家
に
な
る
こ
と

を
決
意
し
ま
し
た
。
高
校
卒
業
後
、
朝

倉
市
に
あ
る
牧
場
で
、研
修
生
と
し
て

酪
農
を
学
び
ま
し
た
。
毎
朝
4
時
に

起
き
て
搾
乳
を
始
め
る
の
で
つ
ら
い
時

も
あ
り
ま
し

た
が
、
他
の

研
修
生
と
励

ま
し
合
い
な

が
ら
、
充
実

し
た
時
間
を

過
ご
せ
た
と

思
い
ま
す
。

　

夫
と
共
に
酪
農
を
営
み
、
仕
事
に

慣
れ
て
き
た
あ
る
日
、
専
門
雑
誌
で
、

新
鮮
素
材
を
使
っ
た
ア
イ
ス
を
作
る

酪
農
家
の
特
集
記
事
を
見
つ
け
ま
し

た
。『
私
も
や
り
た
い
！
』
と
、
そ
の

記
事
に
感
銘
を
受
け
、
雑
誌
に
紹
介

さ
れ
て
い
た
人
や
機
械
メ
ー
カ
ー
担

当
者
な
ど
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
余
計
な
香
料
や
着
色
料
を

使
用
し
な
い
、こ
だ
わ
り
の
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
に
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。

　

以
前
酪
農
と
並
行
し
て
野
菜
を
育

て
て
い
た
と
き
か
ら
、
自
分
の
作
っ
た

も
の
を
お
客
さ
ん
に
直
接
届
け
、
意
見

交
換
す
る
こ
と
は
私
の
や
り
が
い
で
し

た
。
そ
れ
は
今
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
、お
客
さ
ん
か
ら
ア
イ
デ
ア
を

い
た
だ
く
こ
と
も
多
く
、
作
る
こ
と
が

楽
し
く
て
仕
方
な
い
で
す
。こ
れ
か
ら

も
皆
さ
ん
に
喜
ば
れ
る
、お
い
し
い
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
届
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

自
然
の
恵
み
た
っ
ぷ
り
の

お
い
し
い
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
届
け
た
い
　
栗
山 

里さ
と

美み

さ
ん

125

８月の 
八女市立図書館（本館）☎ 22・2504
※本館の開館時間＝8月は平日・土日祝
　日ともに10時～20時まで開館します。

黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・0500
上陽分館 ☎54・3131
※分館の開館時間＝9時～17時30分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

図書館だより

《上陽・立花・矢部・星野分館の休館日》
※月曜・祝・休日、館内整理日  
5 ㈪、11 ㈷、12 ㉁、19㈪、26 ㈪、30 ㈮

《本館の休館日》※月曜、館内整理日
5 ㈪、12 ㉁、19㈪、26 ㈪、30 ㈮図書館の休館日

8月

ホームページ  www.library.yame.fukuoka.jp（あそびに来てね！）

《黒木分館の休館日》※火曜・祝・休日、館内整理日

6 ㈫、11 ㈷、13 ㈫、20 ㈫、27 ㈫、30 ㈮

8 月の館内整理日は 30 日㈮

幼児～小学生の皆さん対象です♪

♥本館＝3日、10日、17日、24日、    
　　　   31日
※いずれも土曜日14時から
　おはなしコーナー

8月のあかちゃんおはなし会
0～2歳くらいのお子さんが対
象です♪
♥本館＝ 4日㈰、17日㈯11時～
　２階研修室
♥黒木分館＝24日㈯10時30分～
　おはなしコーナー

8月のおはなし会

実
験
あ
そ
び
を
楽
し
も
う
!!

◦
日
時
＝
８
月
10
日
㈯ 

14
時
30

分
～
（
90
分
程
度
）

◦
場
所
＝
本
館 

2
階
研
修
室

◦
定
員
＝
15
組
程
度

◦
講
師
＝
平
田
満
明
さ
ん

※
本
館
・
分
館
で
申
込
受
付
中

科
学
あ
そ
び
教
室

◦本館
　９月2日㈪～12日㈭
※ 2日㈪は通常休館日
◦分館・移動図書館
　９月16日㈷～ 21日㈯
※期間中の本の返却は返却
ポストをご利用ください。ご
迷惑をおかけしますがよろ
しくお願いします。

特別整理に伴う休館の
おしらせ

 「
な
つ
や
す
み
は
と
し
ょ
か
ん
へ
い
こ
う
」開
催
中
！

自
由
研
究
に
役
立
つ
本
と
ア

イ
デ
ア
カ
ー
ド
を
用
意
し
て

い
る
よ
。

た
く
さ
ん
読
ん
で
ス
タ
ン
プ

を
集
め
よ
う
！

図
書
館
全
館
で
「
ひ
み
つ
の

ほ
ん
」
を
見
つ
け
て
謎
を
解

こ
う
！

昔
懐
か
し
い
16
ミ
リ
フ
イ
ル
ム

◦
日
時
＝
８
月
20
日
㈫
14
時
～

◦
場
所
＝
八
女
文
化
会
館

◦
作
品
＝
南
十
字
星
（
黒
木

瞳
さ
ん
初
出
演
映
画
）

夏
の
映
写
会

8 月1日㈭～ 31日㈯
平和をテーマに関連の本を
全館に展示します。

な
つ
や
す
み
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

自
由
研
究
お
た
す
け
隊

と
し
ょ
か
ん
た
ん
て
い

◦
期
間
＝
8
月
25
日
㈰
ま
で

平和図書展示



122019.8.1  広報八女

ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

　

国
選
定
の
黒
木
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
で
６
月
30
日
㈰
、

黒
木
地
区
町
並
み
保
存
協
議
会

に
よ
る
修
理
事
業
見
学
会
が
開

催
さ
れ
、
地
区
内
外
の
市
民
が

参
加
し
ま
し
た
。
平
成
30
年
度

に
文
化
庁
の
補
助
事
業
に
よ
り

修
理
さ
れ
た
９
軒
の
う
ち
、
黒
い

漆
喰
塗
り
に
復
原
さ
れ
大
き
な

青
石
張
り
が
み
ご
と
な
明
治
15

（
１
８
８
２
）
年
建
築
の
居
蔵
造

り
の
町
家
な
ど
、
７
軒
を
見
学
し

ま
し
た
。

　

７
月
１
日
㈪
と
5
日
㈮
に
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

街
頭
啓
発
を
市
内
9
か
所
で
行
い
ま
し
た
。
八
女
保
護

区
保
護
司
会
八
女
支
部
を
は
じ
め
、更
生
保
護
女
性
会
、

八
女
警
察
署
な
ど
の
参
加
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
運
動
に
よ
り
た
く
さ
ん
の
人
に
、
犯
罪
の
な
い
明

る
い
社
会
を
築
い
て
い
く
重
要
性
や
更
生
の
手
助
け
の

大
切
さ
を
訴
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
等
に
よ
り
、
犯
罪
を
取
り

巻
く
情
勢
は
大
き
く
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
犯
罪
や

非
行
の
な
い
安
全
で
安
心
な
地
域
社
会
を
築
く
た
め
に

は
、
地
域
す
べ
て
の
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
理
解
し

関
わ
り
を
も
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
の
取
り

組
み
が
、一
人
一
人
の
意
識
を
変
え
る
き
っ
か
け
に
な
り
、

広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域

の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

黒
木
の
町
並
み
・
修

理
見
学
会
を
開
催

街頭啓発で社会を明るくする運
動を呼びかける

「
協
働
カ
フ
ェ
」
で
ま
ち
づ
く

り
の
成
果
を
共
有

　

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
提
案
事

業
成
果
報
告
会
・
意
見
交
換
会
「
協
働
カ
フ
ェ
」

が
６
月
22
日
㈯
、
お
り
な
す
八
女
は
ち
ひ
め
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
、
約
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
平

成
30
年
度
に
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
事
業
の
提

案
を
採
択
さ
れ
た
13
団
体
は
、
清
水
町
商
店
街

の
活
性
化
を
目
的
と
し
た
夏
祭
り
の
開
催
や
、
全

国
で
も
貴
重
な
皮
白
竹
を
利
用
し
た
工
芸
品
の

創
作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
実
施
な
ど
、
地
域
の
魅

力
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
成
果
を
報

告
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
参
加
者
同
士
が
そ
れ

ぞ
れ
の
活
動
や
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
自
由
に
意

見
交
換
し
、
互
い
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
参
加

者
は
、
用
意
さ
れ
た
ジ
ュ
ー
ス
や
ケ
ー
キ
を
飲
食

し
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
の
ア
イ
デ
ア
や
課
題
に

つ
い
て
活
発
に
意
見
を
出
し
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　

八
女
市
役
所
で
７
月
4
日
㈭
、「
八

女
市
自
衛
官
募
集
相
談
員
委
嘱
式
」

が
行
わ
れ
、
9
人
に
委
嘱
状
が
交
付

さ
れ
ま
し
た
。
同
相
談
員
は
志
願
者

に
関
す
る
情
報
の
提
供
や
、
地
方
協

力
本
部
の
行
う
募
集
の
た
め
の
広
報

の
援
助
な
ど
を
行
い
ま
す
。
市
長
は

「
地
域
を
知
り
地
域
の
顔
で
あ
る
皆
さ

ん
の
活
動
に
よ
り
、
市
民
に
自
衛
隊

へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
激
励

し
ま
し
た
。

▽
自
衛
官
募
集
相
談
員
（
順
不
同
、

敬
称
略
）《
八
女
》
大
月
紀
久
夫
、

杉
山
與
四
郎
、
馬
渡
幹
雄
《
黒
木
》

鴫
山
秀
子
《
立
花
》
松
延
浩
樹
、
平

ヤ
ヱ
子
《
上
陽
》
牛
嶋
恵
子
《
矢
部
》

栗
原
敏
記
《
星
野
》
西
田
裕
子

自衛官募集相談員の委嘱式

ゆめタウン八女で行われた街頭啓発

委嘱を受けた皆さんとともに

参加者はカフェの雰囲気の中で自由に
まちづくりについて意見を出し合いました

黒木の町並みを見学しました
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『
第
８
回
福
岡
県
シ
ニ
ア
民
謡

大
会（
４
月
29
日
大
川
市
で
開
催・

第
19
回
福
岡
県
ね
ん
り
ん
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
祭
）』
で
優
秀
な
成
績

を
収
め
た
中
島
義
登
さ
ん
・
和
子

さ
ん
夫
妻
（
酒
井
田
）
が
６
月
26

日
㈬
、
市
長
を
訪
問
し
ま
し
た
。

和
子
さ
ん
は
『
球
磨
川
舟
唄
』
で

優
勝
し
、
義
登
さ
ん
も
「
正
調
五

木
の
子
守
唄
」
で
優
秀
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
ま
た
、
義
登
さ
ん
は

先
に
行
わ
れ
た
日
本
民
謡
協
会
福

岡
県
南
部
連
合
大
会
で
準
優
勝

し
、
12
月
に
東
京
で
開
催
さ
れ
る

全
国
大
会
へ
出
場
し
ま
す
。

　

数
々
の
大
病
を
患
い
な
が
ら
も

民
謡
で
元
気
を
取
り
戻
し
た
お
二

人
は
、「
現
在
病
気
で
苦
し
ん
で
い

る
人
た
ち
の
励
み
に
な
れ
ば
」
と

の
思
い
で
日
々
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

和
子
さ
ん
は
50
代
半
ば
で
す
い

臓
が
ん
で
入
院
し
手
術
を
受
け
ま

し
た
。
義
登
さ
ん
も
胃
が
ん
・
肺

が
ん
・
肝
臓
が
ん
な
ど
を
次
々
と

患
い
、
50
代
半
ば
か
ら
60
代
は
手

術
と
の
闘
い
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
病
気
対
策
と
し

て
三
味
線
を
習
っ
た
和
子
さ
ん
は
、

尺
八
唄
を
唄
う
よ
う
に
な
り
病
気

が
快
方
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。
義

登
さ
ん
も
呼
吸
器
の
機
能
回
復
の

た
め
に
尺
八
を
続
け
、
全
国
大
会

に
出
る
和
子
さ
ん
の
伴
奏
に
、
数

度
行
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
二
人
は
「
民
謡
が
私
た

ち
の
命
の
恩
人
。
喜
ん
で
い

た
だ
け
る
こ
と
が
元
気
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
な
り
ま
す
」と
、

グ
ル
ー
プ
で
病
院
や
施
設

等
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。
三

田
村
市
長
は
「
病
気
を
克

服
し
て
の
活
動
に
敬
意
を

表
し
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
と
睡

眠
不
足
に
気
を
付
け
て
、
元

気
に
12
月
の
全
国
大
会
頑

張
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
」
と

激
励
し
ま
し
た
。

「
民
謡
は
命
の
恩
人
」と
日
々
活
動
に
取
り
組
む

　

各
種
競
技
の
全
国
大
会
出

場
を
果
た
し
た
八
女
市
出
身

の
ア
ス
リ
ー
ト
の
皆
さ
ん
が
、

７
月
10
日
㈬
に
市
長
に
出
場

報
告
を
し
ま
し
た
。
出
場
す

る
皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す

（
敬
称
略
）。

▽
Ｎ
Ｐ
Ｂ
ガ
ー
ル
ズ
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
２
０
１
９
全
日
本
学
童

軟
式
野
球
大
会
《
８
月
２
日

㈮
～
８
日
㈭
／
愛
媛
県
松
山

市
》
＝
田
形
那
恩
（
黒
木
西

小
６
年
、
本
分
ク
ラ
ブ
）・
松

尾
萌
々
花
（
黒
木
小
６
年
、

黒
木
オ
リ
オ
ン
ズ
）・
増
永
絢

心
（
忠
見
小
６
年
、
忠
見
ラ

イ
オ
ン
ズ
）・
野
田
和
奏
（
同
、

忠
見
ラ
イ
オ
ン
ズ
）

▽
第
62
回
全
国
空
手
道
選
手

権
大
会《
７
月
６
日
㈯
～
７
日

㈰
／
東
京
都
》
＝
古
庄
美
沙

紀（
久
留
米
信
愛
短
期
大
学
）

▽
第
７
回
ヤ
ン
グ
リ
ー
グ
ジ
ュ

ニ
ア
選
手
権
大
会
《
７
月
20

日
㈯
～
21
日
㈰
／
岡
山
県
津

山
市
》
＝
高
野
綾
人（
福
島
中

２
年
）・
石
井
翔
馬
（
同
）・
川

口
倫
生（
同
）・
樺
島
裕
羅
（
南

中
２
年
）・
古
賀
悠
真
（
立
花

中
１
年
）
※
す
べ
て
筑
後
ド

ジ
ャ
ー
ス

▽
第
30
回
全
日
本
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
空
手
道
選
手
権
大
会

で
準
優
勝
《
６
月
２
日
㈰
／

大
阪
府
羽
曳
野
市
》
＝
室
園

桜
花
（
福
島
中
２
年
）

　7 月 26 日㈮から 8 月 4 日㈰ま
で台湾で開催される「第 5 回ＷＢ
ＳＣ U―12ワールドカップ」に侍
ＪＡＰＡＮ日本代表として、青木
朔真さん（福島中1年・筑後ボー
イズ所属）が出場します。青木さ
んは 3 月から 5 月にかけて全国か
ら 223 人が参加して行われた第 1
時選考会で 44 人に選考され、さ
らに最終トライアウトで 18 人の代
表に選ばれました。7 月11日㈭に
市長を訪問した青木さんは「感謝
の気持ちを忘れずに、八女代表と
して世界一になってきます」と力
強く意気込みを語りました。

頑張れ！八女出身アスリートたち
全国大会出場を報告しました侍

ジ
ャ
パ
ン
日
本
代
表
と
し
て

頑
張
っ
て
き
ま
す

12 月の全国大会、頑張ってきてください
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【
男
子
】
▼
１
年
生 

①
楢
橋
虎
太

郎（
立
花
中
）
②
中
村
蒼
牙（
同
）

③
深
町
光
平（
同
）、内
野
圭（
同
）

▼
２
年
生 

①
桑
野
翔
充（
広
川

中
）
②
藤
本
祥
太（
同
）
③
野
澤

弥
真
斗（
立
花
中
）、
吉
田
州
弥

（
同
）▼
３
年
生 

①
野
中
琉
雅（
広

川
中
）
②
中
村
恵
都（
同
）
③
加

藤
田
蓮（
同
）、
谷
川
輝（
立
花
中
）

【
女
子
】
▼
１
年
生 

①
荒
川
夏
希

（
上
陽
北
汭
学
園
）
②
桝
永
結
衣

（
立
花
中
）
③
木
下
柚
姫（
上
陽

北
汭
学
園
）、
松
﨑
ゆ
ら（
同
）
▼

２
年
生 

①
濱
崎
莉
子（
立
花
中
）

②
松
隈
七
海（
同
）
③
中
村
友
香

（
同
）、上
野
真
愛（
星
野
中
）
▼
３

年
生 

①
平
島
麻
椰（
立
花
中
）
②

古
俣
和
香（
広
川
中
）
③
金
谷
瑠

南（
立
花
中
）、
高
山
三
紗
規（
同
）

※
１
位
グ
ル
ー
プ
の
み
紹
介

▽優勝 羽犬塚ウイングス（筑
後市）、▽準優勝 広川イー
グルス（広川町）▽３位 筑
後ジャガーズ（筑後市）、西
牟田ジャガーズ（筑後市）

　横町町家交流館で 7 月12日㈮
から15日㈷まで、「重要無形文化
財久留米絣作品展」（公財・久留
米絣技術保存会等主催）が開催さ
れました。会場には重要無形文化
財技術保持者会員の作品と、明治
から昭和にかけての久留米絣の逸
品が約 50 点展示されました。久
留米絣の最高傑作とされる『高砂
の翁媼』を間近で観て、「このよう
な絣は初めてみました。芸術です
ね」と感嘆の声が上がっていました。

第９回八女市長旗争奪
少年野球大会結果
⃝6 月２日㈰・8日㈯・9日㈰
⃝八女市少年野球育成会

【
シ
ン
グ
ル
ス
】

▼
一
般
男
子 

①
白
山
裕
貴（
フ

レ
ッ
シ
ュ
）
②
堤
慶
太
（
ゆ

～
せ
い
倶
楽
部
）
③
石
崎
翔

太
（
同
）、
江
崎
拓
郎
（
同
）

▼
マ
ス
タ
ー
ズ
男
子
（
50
～

69
歳
）
①
松
尾
博
文
（
筑
後

卓
球
）
②
大
坪
和
幸
（
サ
ウ

ス
ク
ラ
ブ
）
③
宮
川
和
弘
（
黒

木
卓
球
）、
宮
﨑
啓
光
（
サ
ウ

ス
ク
ラ
ブ
）
▼
マ
ス
タ
ー
ズ
女

子
（
50
～
69
歳
）
①
増
田
美

代
子
（
筑
後
卓
球
）
②
田
中

信
子
（
黒
木
ピ
ン
ポ
ン
）
③

小
川
和
子
（
サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ
）、

竹
村
千
恵
子
（
同
）
▼
マ
ス

タ
ー
ズ
男
子
（
70
歳
以
上
）

①
下
津
浦
勝
二
（
筑
後
卓
球
）

②
石
橋
正
一（
立
花
ピ
ン
ポ
ン
）

③
下
川
紘
一
（
黒
木
ピ
ン
ポ

ン
）、川
島
忠
孝
（
川
瀬
卓
球
）

▼
マ
ス
タ
ー
ズ
女
子
（
70
歳

以
上
）
①
松
尾
妙
子
（
黒
木

ピ
ン
ポ
ン
）
②
三
角
真
佐
子

（
立
花
ピ
ン
ポ
ン
）
③
原
チ
ヅ

子
（
同
）、
穴
見
ミ
ヨ
子
（
黒

木
ピ
ン
ポ
ン
）

【
ダ
ブ
ル
ス
】

▼
一
般
男
子
①
石
崎
翔
太
・

白
山
裕
貴
（
ゆ
～
せ
い
倶
楽

部
）
②
堤
慶
太
・
江
崎
拓
郎

（
同
）
③
田
中
智
彦
・
井
上
隼

史
（
Ｈ
Ｋ
Ｃ
）、
山
本
悠
人
・

入
江
晃
世
（
八
女
農
Ｏ
Ｂ
）

▼
マ
ス
タ
ー
ズ
男
子
（
50
～

69
歳
）
①
岩
尾
昌
子
・
田
中

貴
代
（
フ
レ
ッ
シ
ュ
）
②
牧
口

健
次
郎
・
穴
見
栄
子
（
サ
ウ

ス
ク
ラ
ブ
）
③
宮
﨑
啓
光
・

大
隈
利
幸
（
同
）、松
﨑
英
二・

大
坪
和
幸
（
同
）
▼
マ
ス
タ
ー

ズ
男
子
（
70
歳
以
上
）
①
下

川
紘
一
・
梅
野
清
日
出
（
黒

木
ピ
ン
ポ
ン
）
②
平
田
清
春
・

原
口
高
之
（
サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ
）

③
川
島
忠
孝
・
才
所
勝
（
川

瀬
卓
球
）
▼
マ
ス
タ
ー
ズ
女

子
（
50
～
69
歳
）
①
川
島
み

ず
や・加
藤
直
子（
黒
木
卓
球
）

②
小
川
和
子
・
竹
村
千
恵
子

（
サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ
）
③
太
田
黒

邦
子
・
増
田
美
代
子
（
カ
メ

リ
ア
）、
山
下
芳
子
・
井
上
美

幸
（
サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ
）
▼
マ

ス
タ
ー
ズ
女
子
（
70
歳
以
上
）

①
穴
見
ミ
ヨ
子
・
松
尾
妙
子

（
黒
木
ピ
ン
ポ
ン
）
②
小
川
チ

エ
子
・
秀
徳
千
美
子
（
黒
木

ピ
ン
ポ
ン
）
③
三
角
真
佐
子
・

原
チ
ヅ
子
（
立
花
ピ
ン
ポ
ン
）

⃝

6
月
９
日
㈰
◦
八

女
市
総
合
体
育
館
◦

八
女
市
体
育
協
会
卓

球
部
主
催
（
敬
称
略
）

⃝

6
月
30
日
㈰
（
敬
称
略
）

　

７
月
13
日
㈯
に
立
花
町
北
山
男
ノ

子
地
区
で
、
男
ノ
子
焼
の
里
茅
葺
屋

根
西
側
平
面
の
補
修
工
事
見
学
・
説

明
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

茅
葺
き
は
茅
や
藁
、
す
す
き
な
ど

を
材
料
と
し
て
葺
く
、
日
本
古
来
の

屋
根
構
造
の
一
つ
で
す
。
平
成
2
年

に
完
成
し
た
こ
の
施
設
で
す
が
、
経

年
と
と
も
に
抜
け
落
ち
や
雨
漏
り
に

よ
る
柱
の
腐
食
等
が
進
ん
で
い
ま
す
。

今
回
は
茅
葺
屋
根
師
の
小
川
剛
史
さ

ん
を
招
き
、
傷
ん
で
い
る
茅
葺
屋
根

を
手
作
業
で
補
修
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
男
ノ
子
焼
の
里
保
存
会
や

地
域
住
民
ら
約
15
人
が
出
席
し
、
茅

葺
屋
根
の
特
徴
や
補
修
作
業
に
関
す

る
具
体
的
な
内
容
を
熱
心
に
聞
い
て

い
ま
し
た
。
実
際
の
作
業
を
し
な
が

ら
の
説
明
も
行
わ
れ
、
茅
葺
屋
根
の

民
家
が
あ
る
里
山
の
景
色
を
守
る
た

め
に
、
最
後
ま
で
活
発
な
質
問
が
飛

び
交
っ
て
い
ま
し
た
。
男
ノ
子
焼
の
里

の
伝
統
や
茅
葺
き
の
技
術
に
触
れ
る

貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

男
ノ
子
焼
の
里
で
茅
葺
屋
根
補
修
工
事
見
学
・
説
明
会

久留米絣の逸品を鑑賞

第
10
回
八
女
市

夏
季
卓
球
大
会

中
学
生
夏
季
卓
球
大
会

明治末期に制作された『高砂の翁媼』
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メ
ッ
セ
ー
ジ
や
写
真
の
や
り

取
り
な
ど
が
で
き
る
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
。

「
使
っ
て
み
た
い
け
れ
ど
、
使
い

方
が
よ
く
分
か
ら
な
い
」
そ
ん
な

人
の
た
め
に
、
今
回
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

の
登
録
か
ら
初
期
設
定
、
簡
単

な
操
作
方
法
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

参
加
費
無
料
。

◦
日
時
＝
８
月
23
日
㈮
13
時
～

16
時

◦
場
所
＝
地
域
し
ご
と
づ
く
り
拠

点
施
設「
南
仙
荘
」（
黒
木
町
今
）

◦
対
象
者
＝
ど
な
た
で
も
（
今
お

使
い
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
）

◦
定
員
＝
10
人
（
先
着
順
）

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
地
域
振

興
課
定
住
対
策
係
（
☎
２
４
・

８
１
６
２
）

い
。
虫
刺
さ
れ
、
熱
中
症
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
８
月
4
日
㈰
15
時
～

21
時
15
分

◦
会
場
＝
清
水
町
商
店
街
駐
車

場◦
内
容
＝
▽
夕
焼
け
イ
ベ
ン
ト
コ

ン
サ
ー
ト 

▽
チ
ー
ム
対
抗
水
か
け

し
て
景
品
ゲ
ッ
ト 

▽
屋
台（
出
店
）

▽
清
水
町
商
店
街
大
抽
選
会
ほ
か

◦
問
い
合
わ
せ
＝
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
・

金
太
郎
（
☎
２
４
・
９
６
５
７
）

　

参
加
無
料
、
会
員
は
保
険
あ

り
（
年
５
０
０
円
）。
約
２
時
間

◦
日
時
＝
８
月
４
日
㈰
７
時
30

分
、
立
花
体
育
館
集
合

◦
コ
ー
ス
＝
辺
春
川
道
の
駅
方
面

◦
問
い
合
わ
せ
＝
白
鳥
さ
ん

（
☎
３
７
・
０
０
３
８
）

　

八
女
特
産
の
野
菜
や
加
工
食

牛
嶋
さ
ん
（
☎
２
４
・
９
２
２
２
）

　

オ
レ
ン
ジ
茶
屋
と
は
、
認
知

症
の
人
や
介
護
者
、
地
域
住
民
、

専
門
職
が
つ
な
が
り
を
持
ち
認
知

症
の
理
解
を
深
め
、
誰
も
が
住
み

や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
集

い
の
場
で
す
。
お
茶
を
飲
み
な
が

ら
、
介
護
で
の
笑
い
話
・
苦
労
し

た
話
・
困
っ
た
話
・
認
知
症
に
つ

い
て
な
ど
一
緒
に
お
話
し
て
息
抜

き
し
ま
せ
ん
か
。
ど
な
た
で
も
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
８
月
29
日
㈭
14
時
開

店
～
16
時
頃
閉
店

◦
場
所
＝
げ
ん
き
館
お
お
ぶ
ち

（
元
大
淵
小
学
校
）

◦
参
加
費
＝
３
０
０
円（
飲
み
物・

そ
う
め
ん
流
し
・
お
や
つ
付
き
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
里
心
ケ
ア
プ
ラ

ン
セ
ン
タ
ー（
☎
４
２・２
１
５
１
）

品
、
雑
貨
な
ど
を
軽
ト
ラ
ッ
ク
等

の
荷
台
で
販
売
し
ま
す
。
出
店

者
も
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

◦
開
催
日
＝
８
月
11
日
㈰
９
時

～
12
時
※
悪
天
候
の
場
合
中
止

◦
会
場
＝
八
女
観
光
物
産
館
と

き
め
き
駐
車
場

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員
会

事
務
局
（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

　

み
ん
な
で
踊
る
盆
踊
り
、
和
太

鼓
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
お
楽
し

み
抽
選
会
等
が
あ
り
ま
す
。
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦
期
日
＝
8
月
16
日
㈮
17
時
45

分
～

◦
場
所
＝
八
女
公
園
（
雨
天
時
八

女
文
化
会
館
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
島
地
区
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
中
山
さ
ん
（
☎
０

９
０
・
７
４
６
１
・
６
７
１
７
）

　

提
灯
に
火
を
灯
し
掲
揚
し
、

健
康
と
学
業
成
就
を
祈
願
し
ま

す
（
記
名
提
灯
約
１
０
０
個
）。

◦
日
時
＝
８
月
17
日
㈯
17
時
～

21
時
（
雨
天
時
18
日
㈰
、
再
雨

天
時
25
日
㈰
に
順
延
）

◦
場
所
＝
福
島
八
幡
宮
境
内
天

満
宮
付
近

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員
会

◦
日
時
＝
８
月
３
日
㈯
16
時
30

分
～

◦
場
所
＝
北
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
（
駐
車
場
は
筑
南
小
学
校
）

◦
内
容
＝
▽
筑
南
中
学
校
ブ
ラ
ス

バ
ン
ド
▽
北
山
保
育
園
児
に
よ
る

踊
り
▽
八
女
高
校
ダ
ン
ス
部
▽
そ

の
他
太
鼓
演
技
な
ど
▽
総
踊
り

※
今
年
も
お
楽
し
み
抽
選
会
、
福

祉
体
験
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員
会

（
☎
０
９
０・６
４
２
４・０
４
７
０
）

　

安
全
確
保
の
た
め
、
お
子
さ
ま

は
家
族
と
一
緒
に
お
い
で
く
だ
さ

お
知

ら
せ

八
女
軽
ト
ラ
市

第
13
回
踊
る
！
北
山
夏
祭
り

福
島
校
区
ふ
る
さ
と
夏
祭
り

立
花
自
然
と
歩
こ
う
会

こ
れ
か
ら
始
め
る
Ｌラ

イ

ン

Ｉ
Ｎ
Ｅ
講
座

天
神
さ
ん
子
ど
も
ま
つ
り

オ
レ
ン
ジ
茶
屋「
ひ
る
よ
け
」開
店

教
室
・
講
座

【募集職種】
①学校栄養士（募集人員１人）
⃝資格＝栄養士資格を有する人
②学校給食員（募集人員１人）
⃝資格＝調理師または栄養士資
格を有する人
【①②共通事項】
⃝受付期間＝8月1日㈭～8月
16日㈮※土・日を除く。郵送の
場合は8月16日㈮必着
⃝試験日＝8月25日㈰
⃝選考方法＝書類審査、作文
および面接
⃝提出書類＝申込書（学校教育
課に準備）、資格証明書の写し
⃝申込・問い合わせ＝学校教育
課総務係（☎２３・１９５４）

第
6
回
夕
焼
け
日
曜
市

学校栄養士 /学校給食員
嘱託職員募集

　8 月から毎週水曜日の窓口延長
時に、マイナンバーカードの申請
補助を行います。八女市民で申
請を希望する人は、窓口申請補助
申込書への記入と、写真撮影後、
市民係でカードの申請を行いま
す。この機会にぜひ申請ください。
◦日時＝毎週水曜日17 時 15 分～
19 時※祝日および年末年始の水
曜日は除く
◦場所＝市民課市民係
◦必要なもの＝運転免許証等本人
確認書類
◦問い合わせ＝市民課市民係（☎
23・1115）※通常開庁時の申請
補助を希望する場合は、最寄りの
支所窓口をご利用ください。

マイナンバーカードの
申請をお手伝いします
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◦
期
日
＝
９
月
２
日
㈪

◦
見
学
先
＝
海
上
自
衛
隊
さ
せ
ぼ

資
料
館
、
旧
佐
世
保
無
線
電
信

所（
針
尾
無
線
塔
）、
巨
大
防
空

壕（
無
窮
洞
）、梅
ケ
枝
酒
造
酒
蔵

◦
定
員
45
人

◦
乗
車
場
所
＝
黒
木
町
お
よ
び
八

女
市
内

◦
参
加
費
用
＝
６
５
０
０
円

◦
問
い
合
わ
せ
＝
黒
木
町
観
光
協

会
（
☎
４
２
・
９
１
９
０
）

◦
日
時
＝
11
月
３
日 

㈷

　

奥
八
女
芸
農
学
校
は
「
ア
ー

ト
×
農
」
の
視
点
か
ら
地
域
を

見
つ
め
直
す
２
泊
３
日
の
講
座
で

す
。
２
０
１
７
年
か
ら
、
黒
木
町

笠
原
地
区
で
活
動
を
展
開
す
る

特
例
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
山
村
塾

と
九
州
大
学
ソ
ー
シ
ャ
ル
ア
ー
ト

ラ
ボ
に
よ
り
開
催
し
て
い
ま
す
。

笠
原
地
区
に
て
長
年
に
わ
た
り
里

山
保
全
や
地
域
づ
く
り
に
携
わ
っ

て
い
る
小
森
耕
太
さ
ん
、
写
真
家

の
兼
子
裕
代
さ
ん
、
民
俗
芸
能

を
探
求
す
る
武
田
力
さ
ん
と
一
緒

に
ア
ー
ト
と
農
に
つ
い
て
考
え
て

い
き
ま
す
。

◦
日
時
＝
８
月
29
日
㈭
～
８
月

31
日
㈯

◦
場
所
＝
黒
木
町
笠
原
地
区
各

所
（
滞
在
場
所
・
笠
原
東
交
流

セ
ン
タ
ー
「
え
が
お
の
森
」）

◦
参
加
費
＝
１
万
８
千
円（
一
般
）、

１
万
円
（
大
学
生
）

◦
定
員
＝
15
人
（
先
着
順
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
九
州
大
学
ソ
ー

シ
ャ
ル
ア
ー
ト
ラ
ボ
（
☎
０
９
２・

５
５
３
・
４
５
５
２
）

　

八
女
市
で
は
、
認
知
症
に
な
っ

て
も
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

 

生
涯
現
役
で
活
躍
す
る
た
め
の

健
康
づ
く
り
の
秘
訣
や
、
60
歳

か
ら
の
仕
事
探
し
の
ポ
イ
ン
ト
、

心
構
え
を
お
話
し
ま
す
。
セ
ミ

ナ
ー
終
了
後
は
個
別
相
談
を
実

施
。
参
加
費
無
料
、
要
予
約
。

◦
対
象
者
・
定
員
＝
お
お
む
ね
60

歳
以
上
の
人
20
人

◦
日
時
＝
９
月
６
日
㈮
13
時
～

15
時
30
分

◦
会
場
＝
筑
後
市
中
央
公
民
館

（
サ
ン
コ
ア
）
２
階
第
５
講
習
室

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県

70
歳
現
役
応
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０

９
２
・
４
３
２
・
２
５
４
０
）

ま
す
。
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
い

知
識
を
持
ち
、
地
域
で
支
え
合

う
こ
と
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

を
受
講
し
た
人
（
オ
レ
ン
ジ
リ
ン

グ
を
持
っ
て
い
る
人
）
の
参
加
も

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦
講
師
＝
製
鉄
記
念
八
幡
病
院

理
事
長
・
病
院
長
土
橋
卓
也
さ

ん
（
日
本
高
血
圧
学
会
理
事
・

減
塩
委
員
会
委
員
長
）

◦
日
時
＝
８
月
31
日
㈯
14
時
～

15
時
30
分　

◦
会
場
＝
立
花
市
民
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル

◦
定
員
＝
40
人（
電
話
事
前
受
付
）

◦
申
込
＝
介
護
長
寿
課
地
域
包

括
支
援
係(

☎
２
３
・
１
２
０
３)

　

簿
記
の
初
歩
か
ら
簿
記
検
定

試
験
３
級
合
格
を
目
指
す
た
め

の
講
座
で
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦
期
間
＝
９
月
２
日
㈪
～
11
月

13
日
㈬
※
毎
週
月
・
水
・
金
曜

日
（
祝
日
を
除
く
）
全
28
回
◦

時
間
＝
19
時
～
21
時

◦
場
所
＝
八
女
商
工
会
議
所

◦
定
員
＝
30
人
（
先
着
）

◦
料
金
＝
８
０
０
０
円

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
商

工
会
議
所
（
☎ 

２
２・５
１
６
１
）

　

八
女
市
働
く
女
性
の
家
・
立

花
公
民
館
講
座
。
介
護
に
か
か

る
費
用
・
受
け
ら
れ
る
公
的
サ
ー

ビ
ス
な
ど
、
も
し
家
族
や
自
分
の

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
に
備

え
て
今
か
ら
少
し
ず
つ
勉
強
し
ま

せ
ん
か
。
受
講
料
無
料
。

◦
日
時
＝
９
月
６
日
㈮
14
時
～

15
時
30
分

◦
定
員
＝
20
人
（
先
着
、
８
月
１

日
㈭
か
ら
申
込
受
付
）

◦
場
所
・
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝

八
女
市
働
く
女
性
の
家
・
立
花

公
民
館
（
☎
３
７
・
１
５
２
２
）

※
平
日
８
時
30
分
～
17
時

セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア

応
援
セ
ミ
ナ
ー

▼クローバープラザ（春日）☎ 092・584・3931
【養育相談】
電話相談。離婚協議中の人もご相談ください。内
容によって弁護士相談クーポン（1時間無料券）
を発行します。

【無料弁護士相談】
来所相談、各先着 4 人
◦日時＝８月7 日㈬・9 月 4 日㈬ 13 時～ 15 時／
８月21日㈬・8 月28日㈬18時 30 分～20時 30 分

▼久留米ひとり親サポートセンター
（☎ 0942・32・1140）
【調剤事務講座】
定員 10 人、託児あり、8 月31日㈯申込締切
◦会場＝えーるピア久留米
◦期間＝９月14日～10 月19日の土曜日の 5日間、
9 時 30 分～15 時 30 分（25 時間）
◦受講料＝無料（テキスト代 3000 円、認定料
3500 円は自己負担）

【Word Excel PowerPoint 講座】　
定員 15 人、託児あり、9 月12日㈭申込締切
◦会場＝筑後市中央公民館（サンコア）
◦期間＝９月26日～ 11月25日※この間の月・木
曜日の15日間、9 時 30 分～12 時 30 分（45 時間）
◦受講料＝無料（テキスト代 2,592 円は自己負担）

ひとり親サポートセンター
　ひとり親家庭の人等を対象に、ハローワークと
連携した就業支援や養育費相談等を行っていま
す。以下の支援を希望する人はお電話ください。

八
女
市
民
山
登
り

奥
八
女
芸
農
学
校

第
55
回
簿
記
講
座

産
業
観
光
見
学
ツ
ア
ー

市
民
講
座
「
認
知
症
を
知
っ

て
認
知
症
と
つ
き
あ
う
」

介
護
セ
ミ
ナ
ー
・
も
し
介
護

が
必
要
に
な
っ
た
ら

ご利用ください
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◦
場
所
＝
宝
満
山
（
福
岡
県
）

◦
対
象
＝
小
学
３
年
生
以
上
の
健

康
な
人

◦
参
加
費
＝
▽
高
校
生
以
上
３

千
円
▽
小
・
中
学
生
１
５
０
０
円

◦
申
込
方
法
＝
８
月
１
日
か
ら
八

女
市
総
合
体
育
館
で
受
け
付
け

ま
す
。参
加
費
を
持
参
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

◦
日
時
＝
９
月
５
日
㈭
14
時
～

16
時
（
受
付
13
時
30
分
～
）

◦
場
所
＝
福
岡
県
八
女
総
合
庁

舎
２
階
大
会
議
室

◦
内
容
＝
①
講
話
「
パ
ー
キ
ン
ソ

ン
病
と
の
向
き
合
い
方
」
医
療
法

人
柳
育
会
柳
病
院
・
神
経
内
科

飯
島
浩
之
さ
ん
②
交
流
会

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
の
場
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
自
分

で
は
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い

る
つ
も
り
な
の
に
、
う
ま
く
で
き

な
く
て
困
っ
て
い
る
お
子
さ
ま
た

ち
の
小
学
校
入
学
に
際
し
、
保

護
者
が
抱
え
る
不
安
や
悩
み
を

お
聞
き
し
、
適
切
な
支
援
の
場

や
方
法
を
一
緒
に
考
え
ま
す
。
お

子
さ
ま
た
ち
一
人
一
人
が
、
楽
し

い
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
遠

慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦
実
施
期
間
＝
８
月
26
日
㈪
～

８
月
30
日
㈮
、
９
時
～
16
時
30

分◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
教
育
委

員
会
（
☎
２
３
・
１
９
５
４
）

※
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

裁
判
所
の
調
停
委
員
が
お
金

や
土
地
・
建
物
な
ど
に
関
す
る
紛

争
、
夫
婦
関
係
や
相
続
な
ど
の

家
庭
内
問
題
に
関
す
る
相
談
に

応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

◦
日
時
・
会
場
＝

▽
９
月
15
日
㈰
10
時
～
15
時
／

八
女
文
化
会
館

▽
９
月
18
日
㈬
10
時
～
15
時
／

筑
後
市
サ
ン
コ
ア

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
調
停
協
会

（
☎
２
３
・
４
０
３
６
）

く
の
交
番
・
駐
在
所
に
準
備
し
て

い
ま
す
。

◦
採
用
予
定
数
＝
▽
警
察
官
Ａ

（
大
卒
程
度
）
男
性
46
人
、
女
性

12
人
、
武
道
指
導
２
人

▽
警
察
官
Ｂ
（
高
卒
程
度
）
男

性
１
１
７
人
、
女
性
31
人

◦
受
付
期
間
＝
８
月
13
日
㈫
～

９
月
２
日
㈪

◦
第
１
次
試
験
＝
９
月
22
日
㈰

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
警
本
部
警
務

課
採
用
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
２
・

６
２
２
・
０
７
０
０
）

　

福
岡
県
で
は
、
短
大
卒
業
程

度
と
高
校
卒
業
程
度
の
職
員
採

用
試
験
を
行
い
ま
す
。
詳
細
は
Ｈ

Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦
受
付
期
間
＝
８
月
13
日
㈫
～

８
月
23
日
㈮
※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

受
付
は
８
月
13
日
㈫
～
８
月
20

日
㈫

◦
第
１
次
試
験
＝
９
月
29
日
㈰

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
人
事
委
員
会

事
務
局
任
用
課
（
☎
０
９
２
・
６

４
３
・
３
９
５
６
）

　

八
女
市
教
育
委
員
会
で
は
、

支
援
を
必
要
と
す
る
お
子
さ
ま

発
表
の
も
の
イ
四
つ
切
ま
た
は
Ｂ

３
判
（
約
38
㎝
×
54
㎝
）。
画
用

紙
ま
た
は
ケ
ン
ト
紙
、色
彩
自
由
。

（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス

で
作
成
し
プ
リ
ン
ト
し
た
作
品
含

む
） 

ウ
作
品
裏
面
に
住
所
、氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
。
学

生
は
学
校
名
、学
年
、組
も
明
記
。

◦
募
集
期
間
＝
８
月
１
日
㈭
～
９

月
10
日
㈫
（
当
日
消
印
有
効
）

◦
応
募
・
問
い
合
わ
せ
＝
南
筑
後

保
健
福
祉
環
境
事
務
所
総
務
企

画
課
（
☎
０
９
４
４
・
７
２
・
２

１
１
１
）

　

２
０
１
９
年
度
第
２
回
目
の

警
察
官
募
集
を
行
い
ま
す
。
受

験
案
内
は
八
女
警
察
署
か
お
近

◦
対
象
＝
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
患

者
・
家
族

◦
定
員
＝
50
人

◦
参
加
費
＝
無
料

◦
申
込
締
切
＝
８
月
23
日
㈮

◦
問
い
合
わ
せ
＝
南
筑
後
保
健
福

祉
環
境
事
務
所
健
康
増
進
課（
☎

０
９
４
４
・
７
２
・
２
１
８
５
）

◦
応
募
資
格
＝
県
内
居
住
者
か

県
内
の
学
校
・
企
業
等
に
通
学
、

通
勤
し
て
い
る
人

◦
課
題
＝
覚
醒
剤
、
大
麻
、
危

険
ド
ラ
ッ
グ
等
の
違
法
な
薬
物

を
対
象
と
し
て
い
る
も
の
で
、
薬

物
の
危
険
性
や
弊
害
を
訴
え
る

も
の
、
薬
物
乱
用
の
撲
滅
を
訴

え
る
も
の

◦
応
募
方
法
＝
ア
１
人
１
点
、
未

福
岡
県
警
察
官
採
用
試
験

福
岡
県
職
員
採
用
試
験

無
料
調
停
相
談

就
学
相
談
会

福
岡
県
薬
物
乱
用
防
止
啓
発

ポ
ス
タ
ー

試　

験

　八女市立小・中・義務教育学
校では、平成 30 年度から次のと
おり「学校閉庁日」を設定してい
ます。学校閉庁日には、教職員
等のいわゆる日直も原則として置
きません。学校閉庁日の連絡先は
八女市教育委員会となり、学校
への電話も教育委員会に転送さ
れます。皆さまのご理解とご協力
をお願いします。
◦学校閉庁日＝

【夏季休業期間中】
8 月13日、14日、15日の 3日間

【冬季休業期間中】
12 月27日、28日の 2日間

学校閉庁日について

八女市立学校の
敷地内禁煙について
　八女市教育委員会では、健康
増進法の改正に伴い、令和元年
7月1日から、八女市立学校の敷
地内を全面禁煙としました。児童・
生徒の受動喫煙による健康被害
を防止するため、皆さまのご理解
とご協力をお願いします。

学校教育課からの
お知らせ
学校教育課学務係（☎23・1954）

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
講
演
会
・
交

流
会
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【久富観音堂盆綱曳き】◦日時＝ 8/14 ㈬
10:00 ～ 11:00◦場所＝久富観音堂◦問＝
市観光協会（0942・53・4229）

【第 12 回水郷柳川夏の水まつり】◦日
時 ＝ 8/3 ㈯ 9:30 ～ 16:30、8/4 ㈰ 9:00
～ 15:00 ◦場所＝からたち文人の足湯公
園一帯◦問＝同実行委員会（0944・77・
8423）

【第 13 回大川市民夏まつりおよび花火大
会】◦日時＝ 8/3 ㈯ 17:00 ～ 21:00 ◦場
所＝国際医療福祉大学グラウンド、中原ー
東町交差点間、大川テラッツァ◦問＝同
実行委員会（0944・85・5570）

【第 10 回おもちゃ花火フェスタ】◦日時
＝ 8/24 ㈯ 17:00 ～◦場所＝まいピア高田
北側駐車場（みやま市高田町濃施）◦問
＝市観光協会（0944・63・3955）

【あいさい夏まつり】◦日時＝ 8/3 ㈯
17:00～21:00、4㈰10:00～17:00◦場所・
問＝広川町産業展示館（32・5555）

みやま市

広川町

大川市

筑後市

柳川市

イベント情報後筑 ちくごななこく七国

火災出火件数  1件 （18件）
救急出動件数 215件 （1,532件）
救急搬送人数 210人 （1,486人）

人身事故発生件数 34件 （156件）
傷　　者 44人 （183人）
死　　者 0人 （  2人）

※（　）内は 1 月からの累計

人口 63,154 (-176）
男 29,833  (-73)
女 33,321  (-103)

世帯数 24,908  (-124)
　※（　）内は前月比

出生 33 人 死亡 84 人
転入 140 人 転出 265 人

▼ 6 月の交通事故の状況

▼ 6 月の火災・救急の状況▼人口と世帯（6 月30日現在）

▼ 6 月の異動

納期限・口座振替日は9月2日㈪
納税は、安全便利な口座振替をご利用ください。
納期限内の納付にご協力ください。遅れると督
促状が発送され督促料や延滞金が発生します。
※納付書の再発行は担当課へご連絡ください。

◦市県民税（2 期）◦国民健康保険税（2 期）
◦後期高齢者医療保険料（2 期）◦介護保険料（2
期）◦住宅使用料（8 月）◦保育料（8 月）◦水
道料金・下水道使用料（3 期）◦農業集落排水
施設使用料（3 期）◦下水道受益者負担金（1期）

8月に
納める
もの

　

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
体

育
館
や
運
動
場
を
開
放
し
て
い

ま
す
。利
用
し
た
い
人
は
必
ず「
利

用
者
の
会
」
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。
参
加
す
る
に
は
前
も
っ
て
団

体
登
録
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

《
９
月
利
用
者
の
会
》

◦
期
日
＝
８
月
24
日
㈯

◦
時
間
・
学
校
名
＝
▽
13
時
30

分
（
福
島
小
、長
峰
小
、福
島
中
）

▽
14
時
15
分
～
（
八
幡
小
、
岡

山
小
、西
中
）▽
15
時
～（
上
妻
小
、

三
河
小
、
南
中
）
▽
15
時
45
分

～
（
忠
見
小
、川
崎
小
、見
崎
中
、

上
陽
北
汭
学
園
）

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

　

働
き
方
改
革
推
進
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
働
き
方
改
革
関
連
法
の

周
知
と
事
業
者
の
対
応
を
支
援

す
る
た
め
、
厚
生
労
働
省
の
委
託

事
業
と
し
て
、
全
国
各
都
道
府

県
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
福
岡

県
で
も
県
内
の
全
て
の
中
小
事
業

者
に
対
し
、
働
き
方
改
革
関
連

法
の
内
容
と
対
応
・
生
産
性
ア
ッ

プ
へ
の
相
談
対
応
等
あ
ら
ゆ
る
相

談
支
援
等
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま

す
。
セ
ミ
ナ
ー
や
出
張
相
談
会
等

も
随
時
開
催
し
て
い
ま
す
。

◦
場
所
＝
福
岡
市
中
央
区
天
神

１
―
10
―
３
（
天
神
Ｍ
Ｍ
Ｔ
ビ
ル

７
階
）
☎
０
８
０
０
・
８
８
８
・

１
６
９
９
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

◦
日
時
＝
10
月
24
日
㈭

◦
会
場
＝
福
岡
県
庁

◦
対
象
＝
や
む
を
得
な
い
理
由
で

保
護
者
が
義
務
教
育
諸
学
校
に

就
学
さ
せ
る
義
務
を
猶
予
ま
た

は
、
免
除
さ
れ
た
人

◦
受
験
案
内
・
願
書
の
配
布
＝
文

部
科
学
省
、
県
教
育
庁
教
育
振

興
部
義
務
教
育
課
学
事
企
画
係

で
９
月
６
日
㈮
ま
で
配
布

◦
願
書
受
付
＝
８
月
19
日
㈪
～

９
月
６
日
㈮

◦
問
い
合
わ
せ
＝
義
務
教
育
課
学

事
企
画
係
（
☎
０
９
２
・６
４
３
・

３
９
０
８
）

小
・
中
学
校
体
育
施
設
利
用

中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
が

あ
る
か
を
認
定
す
る
試
験

福
岡
県
働
き
方
改
革

推
進
支
援
セ
ン
タ
ー

　

夏
本
番
、
海
や
川
、
山
の
レ

ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
季
節
に
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
そ
の
反
面
、
不
慮

の
事
故
が
増
え
る
季
節
で
も
あ
り

ま
す
。
悲
し
い
水
の
事
故
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。

▽
池
や
川
岸
の
草
が
生
い
茂
っ
て

い
る
と
こ
ろ
に
は
近
寄
ら
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
▽
遊
泳
時
は

も
し
も
の
時
に
備
え
、
ロ
ー
プ
や

浮
き
輪
等
を
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

▽
気
象
状
況
に
注
意
を
払
い
、
天

候
の
悪
い
時
に
は
、
水
辺
で
遊
ん

だ
り
、
泳
い
だ
り
す
る
の
は
止
め

ま
し
ょ
う
。
▽
体
調
不
良
や
飲

酒
し
て
い
る
時
の
遊
泳
は
止
め
ま

し
ょ
う
。
▽
も
し
溺
れ
て
い
る
人

を
見
つ
け
た
ら
、
一
人
で
助
け
よ
う

と
せ
ず
、
大
き
な
声
で
助
け
を
求

め
ま
し
ょ
う
。
併
せ
て
１
１
９
番

通
報
を
し
ま
し
ょ
う
。
泳
い
で
救

助
に
向
か
わ
ず
、
ロ
ー
プ
や
浮
き

輪
な
ど
使
っ
て
助
け
ま
し
ょ
う
。

　

水
の
事
故
の
傾
向
を
見
て
み
る

と
、
救
助
に
あ
た
っ
た
人
が
命
を

落
と
す
ケ
ー
ス
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
無
理
に
飛
び
込
ま
ず
、
素
早

い
１
１
９
番
通
報
で
救
助
要
請
し

て
く
だ
さ
い
。
乳
幼
児
は
風
呂
や

家
庭
用
ビ
ニ
ー
ル
プ
ー
ル
等
の
水

位
の
低
い
場
所
で
も
溺
れ
る
た
め
、

絶
対
に
目
を
離
さ
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

防
ご
う
、水
の
事
故

　
　
　
　

八
女
消
防
本
部
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予約

無料法律相談
◦ 8 月15日㈭ 、9 月5日㈭／ 相談
　13:00 ～16:00 ／場所・法務局八女支
　 局（収入等一定額以下等の条件あり）
　※予約・法テラス福岡☎ 050・
　3383・5502（平日9:00 ～ 17:00）
 ◦ 8 月 9 日㈮ 13:30 ～ 16:00　
　／社会福祉会館 
　※予約☎ 23・0294
◦ 8 月16 日㈮ 13:30 ～ 16:00　
　／ふじの里（黒木）※予約☎ 42・2131
◦ 8 月 23 日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
　※予約☎ 54・3629
◦ 8 月 23 日㈮ 10:00 ～ 12:00 ／八女
　商工会議所※予約☎ 22・5161
女性相談（働く女性の家☎37・1522）
◦8月20日㈫ 9:30 ～ 11:30
　／働く女性の家（立花）
なんでも人権相談

（法務局☎23・2603）
◦8月7日㈬13:00 ～ 16:00
　／立花市民センター
◦8月9日㈮13:00 ～ 16:00
　／ふじの里（黒木）
行政相談（総務課☎23・1111）
◦8月1日㈭ 13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦8月21日㈬  9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦8月5日㈪ 13:30 ～ 16:00
　／立花市民センター 2階
◦8月13日㈫ 13:00 ～ 15:30
　／地域福祉センター（上陽）
◦8月6日㈫ 13:00 ～ 16:00
　／矢部公民館
◦8月7日㈬ 9:00 ～ 12:00
　／星野支所2階
司法書士相談（社協☎23・0294）
◦8月16日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦8月9日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／ふじの里（黒木）
心配ごと相談（社協☎23・0294）
◦8月7日㈬、21日㈬ 

　13:30 ～ 16:00 ／社会福祉会館
◦8月21日㈬ 9:30 ～ 12:00　
　／ふじの里（黒木）
◦8月28日㈬ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
定例税務相談会
◦8月5日㈪10:00 ～ 15:00
　／八女商工会議所 
経営支援相談会
◦8月19日㈪13:30 ～ 16:30 ／八女
商工会議所 ※予約☎22・5161
補聴器の修理と相談

（福祉課☎23・1335）
◦8月20日㈫ 13:00 ～ 14:30
　／八女市役所
◦8月9日㈮・20日㈫ 10:00 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦8月20日㈫ 10:00 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
◦8月8日㈭ 9:00 ～ 10:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦8月8日㈭ 11:00 ～ 12:00
　／矢部公民館
◦8月22日㈭ 10:00 ～ 12:00
　／星野支所
生活困窮者の自立支援相談

（福祉課生活支援係☎23・1350）
生活保護に至る前のさまざまな事情
で困っている方はご相談ください。
◦  平日 8:30 ～ 17:00
女性のための相談

（男女共同参画推進課☎23・1314）
夫や恋人からのDV、夫婦間・男女間の
問題、セクハラなどご相談ください。
◦ 平日 9:00 ～ 17:00
年金相談
久留米年金事務所のお客様相談室へ。
予約をすれば待ち時間が少なくなりま
す。※基礎年金番号をお知らせください。
◦ 月曜（休日の場合は翌日） 8:30 ～

19:00 ／火曜～金曜8:30 ～ 17:15 ／
毎月第2土曜日9:30 ～ 16:00

　※予約（☎0942・33・6215）
家庭児童相談室
◦平日 9:30 ～ 16:00 ／市役所内

　※予約（☎23・1448）
こころの健康相談

「気が落ち込む」「家族の飲酒問題」「子
どもが引きこもり」などの心配事は一人
で考えず、専門家に相談してください。
◦ 第1 ～第4月曜日 14:30 ～ 16:00 ／

南筑後保健福祉環境事務所分庁舎
（八女総合庁舎）

　※予約☎0944・72・2176
弁護士多重債務・労働問題・DV被害
相談
◦ 毎週火曜 13:30 ～ 16:00 ／社会福祉

会館※予約☎0942・30・0144
消費生活相談（来訪または電話相談）
◦ 月～金曜 8:30 ～ 16:30 ／八女市消

費生活センター☎23・1183
消費生活無料法律相談
◦8月20日㈫ 13:00 ～ 16:00
　／八女市消費生活センター
　※予約 ☎23・1183

教育相談
◦ 平日9:00 ～ 17:00 ／八女市教育委

員会☎0120・784・110
教育相談
◦ 無休・24時間受付／南筑後教育事

務所※予約☎0942・52・4949
養育費相談
◦ 平日9:00 ～ 17:00、 第1・ 第3土日

9:00 ～ 16:00 ／ひとり親サポートセ
ンター☎092・584・3931

やめ女性ホットライン
◦ 平日10:00 ～ 17:00 ／
　☎092・513・7337
福岡県あすばる女性相談ホットライン
◦ 平日9:00 ～ 17:00、金曜のみ18時～

20時30分も可／☎092・584・1266
福岡県配偶者からの暴力相談
◦ 月～金17:00 ～ 24:00、土日祝9:00

～ 24:00 ／☎092・663・8724
難病ホットライン
◦ 平日8:30 ～ 17:15 ／南筑後保健福祉

環境事務所（☎0944・72・2610）

電 話 相 談

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

相談はお気軽にどうぞ

◦八女地域包括（本庁内）　     ☎23・1203
◦黒木地域包括（黒木支所内）  ☎42・1119
◦立花地域包括（立花支所内）  ☎24・8922

◦上陽地域包括（上陽支所内）  ☎24・8315
◦矢部地域包括（矢部支所内）  ☎24・9011
◦星野地域包括（星野支所内）  ☎24・8212

高齢者総合相談窓口
（平日8:30 ～ 17:15）
【地域包括支援センター】
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▽
夏
本
番
を
前
に
、
八
女
市
で
も
各
地
域
で
伝
統
的
な
夏
祭

り
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
祭
り
は
、
健
康
や
豊
穣
を

祈
願
し
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
長
年
伝

え
ら
れ
て
き
た
も
の
で
す
。
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
祭

り
の
伝
承
に
ご
尽
力
い
た
だ
く
地
域
の
皆
さ
ま
に
、
心
か
ら

感
謝
致
し
ま
す
。
▽
さ
て
、
福
岡
市
の
夏
の
風
物
詩
「
博
多

祇
園
山
笠
」
で
、
西
日
本
鉄
道
が
奉
納
さ
れ
た
「
九
番
山

笠
・
ソ
ラ
リ
ア
」
の
表
に
「
挙
旗
筑
紫
武
王
門
（
つ
く
し
の

ぶ
お
う
の
も
ん
に
は
た
を
あ
ぐ
る
）」
と
題
し
、
後
醍
醐
天
皇

よ
り
九
州
に
派
遣
さ
れ
た
征
西
将
軍
懐
良
親
王
の
活
躍
の
様

子
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
私
も
現
地
に
て
拝
見
し
ま
し
た
が
、

中
央
の
白
馬
に
ま
た
が
っ
た
懐
良
親
王
が
そ
れ
は
り
り
し
く
、

勇
ま
し
い
闘
い
の
様
子
が
華
麗
に
表
現
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
年
は
大
保
原
の
戦
い
か
ら
６
６
０
年
に
な
り
、
各
地
で
記

念
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
南
朝
終
焉
の
地
で
あ
り
、

今
も
当
時
の
文
化
が
数
多
く
残
る
当
市
と
し
て
は
、
南
北
朝

の
歴
史
に
ス
ポ
ッ
ト
が
当
た
る
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
い
こ
と

で
す
。
八
女
市
に
は
、
筑
紫
君
磐
井
の
岩
戸
山
古
墳
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
二
つ
を
大
き
な
歴
史
遺
産
と
し
て
、
関
係
の
あ

る
市
町
村
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
さ
ら
に
歴
史
を
盛
り
上

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

文化・歴史遺
産を盛り上げる

市長コラム58

関係者の皆さんと「九番山笠・
挙旗筑紫武王門」の前で

内藤 仙
せん

ちゃん

Ｈ30年8月20日生（黒木町）

いつも笑顔をありがと
う！これからもすくすく
元気に育ってね！！

愛ちゃんお誕生日おめ
でとう。家族みんなを
笑顔で癒やしてね。

せんくん1歳おめでと
う♡じんとすくすく元
気に大きくなってね！

朔ちゃん1歳おめでと
う。元気にスクスク育っ
てね。

上田 凜
りん

ちゃん箱丸 統
とう

八
や

 ちゃん

秋山 稀
き

子
こ

ちゃん

Ｈ30年8月4日生（新庄）Ｈ30年8月2日生（立花町）

Ｈ30年8月19日生（本町）
原田 朔

さく

士
と

ちゃん

Ｈ30年8月9日生（馬場）

緒方 理
り

仁
ひと

ちゃん 水上 愛
あい

ちゃん

Ｈ30年8月22日生（馬場） Ｈ30年8月22日生（龍ヶ原）

祝1歳♡生まれてきて
くれてありがとう！お
兄ちゃんと仲良くね！

いつも元気な統八くん。
これからもニコニコ笑顔
でみんなを癒やしてね。

ハッピーバースデー！！
これからも笑顔いっぱい
元気に育ってね！

祝1歳おめでとう☆かわ
いい斗梨くん、元気にす
くすく育ってね！

じんくん1歳おめでとう
♡せんと可愛い笑顔をた
くさんみせてね！

1歳のお誕生日おめでと
う！世界一大すき♡つむ
ちゃんと仲良くね！！

1歳のお誕生日おめでと
う！世界一大すき♡ゆの
ちゃんと仲良くね！！

１歳おめでとう♡いっぱ
い食べていっぱい笑っ
て大きくなってね♡

沢山食べて遊んで3兄
弟仲良く元気に成長し
てね！！おめでとう！！

満1歳になりました！
大自然の中でのびのび
育つぞ～☆

パワフル全開！夏ノ介☆
輝く笑顔と元気いっぱ
い、大きく育ってね♡

祝1歳！毎日いっぱい
笑ってまっすぐにたく
ましく大きくなあれ♡

祝１歳！パパもママも
お姉ちゃんも、みおちゃ
んが大好きだよ♡

いつもかわいい笑顔でみ
んなを癒やす翔ちゃん♡
元気にスクスク育ってね！

上田 陽
はる

ちゃん

山口 暖
だん

ちゃん 古賀 夏
なつ

芽
め

ちゃん

新原 夏
なつ

ノ
の

介
すけ

ちゃん緒方 喜
き

一
いち

ちゃん森田 澪
みお

ちゃん 入江 翔
しょうた

太ちゃん

甲木 斗
とう

梨
り

ちゃん

内藤 仁
じん

ちゃん井手 結
ゆ

望
の

ちゃん井手 紬
つむ

稀
ぎ

ちゃん

Ｈ30年8月7日生（馬場）

Ｈ30年8月23日生（本町） Ｈ30年8月24日生（矢部村）

Ｈ30年8月5日生（宮野）Ｈ30年8月3日生（本）Ｈ30年8月1日生（立花町） Ｈ30年8月6日生（吉田）

Ｈ30年8月21日生（室岡）

Ｈ30年8月20日生（黒木町）Ｈ30年8月9日生（吉田）Ｈ30年8月9日生（吉田）

おたんじょうびおめでとう

満１歳のお子さまの写
真を募集しています
（ただし、市内に住民登
録があるか実際に住ん
でいる人に限る）。氏名・
生年月日・住所・簡単
なコメント（30字以内）
を添えて、誕生日前月
の7日までに直接お持
ちいただくか、郵送で
お申し込みください。
応募多数の場合は先着
順となります。◦申し
込み＝企画政策課秘書
広報係（☎23・1110）

ちょっぴり泣き虫で、や
んちゃな我が家の天使♡
逞しく育ってね！

森 葵
あ お い

生ちゃん

Ｈ30年8月28日生（立花町）

1歳の誕生日おめでと
う☆たくさん食べて遊
んで大きくなーれ♪

森 七
なな

海
み

ちゃん

Ｈ30年8月7日生（蒲原）

災害からあなたを守る防災ラジオ 八女市の防災情報は FM八女【80.1MHz】
を通じて放送します。

編
集
後
記■編集・発行 八女市役所企画政策課秘書広報係

〒834-8585 福岡県八女市本町647番地
TEL 0943・23・1110  FAX 24・8083
■URL：http://www.city.yame.fukuoka.jp/　

※この広報紙は竹パルプ10％配合の環境に配慮した紙を使用しています

災害からあなたを守る防災ラジオ 八女市の防災情報は FM八女【80.1MHz】
を通じて放送します。
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▼
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
が
お
い
し

い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。当
た
り

付
き
ア
イ
ス
が
2
回
連
続
で
当

た
り
、
嬉
し
さ
の
あ
ま
り
全
部

食
べ
て
お
腹
を
壊
し
た
こ
と
を

思
い
出
し
ま
し
た
。（
Ｙ
・
Ｎ
）

▼
ラ
ジ
オ
を
き
く
機
会
が
増
え

ま
し
た
。Ｆ
Ｍ
八
女
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
番
組
は
、
地
域
密
着
の
新
鮮

情
報
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
、
八

女
暮
ら
し
の
参
考
に
な
っ
て
い

ま
す
。（
Y
・
Y
）

▼
絣
展
で
、
生
ま
れ
て
く
る
子

が
一
国
一
城
の
主
と
な
る
よ
う

願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
布
団

地
を
見
ま
し
た
。
技
術
と
と
も

に
、
祈
り
や
思
い
が
織
り
込
ま

れ
た
作
品
の
数
々
に
見
入
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。（
Ｋ
・
Ｓ
）
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